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中毒情 報 セ ンターから

2002年 集団中毒受盾報告

(財)日本中毒情報センター

は じめ に

(顔)日本中毒情報センター(以下,JPICと

記す)では,患者が2名以上の集団中毒事例の

問い合わせを受信した際,大規模な集団中毒事

件や化学災害に発展する可能性を念頭において

対応している.患者が2名以上の集団中毒事例

は,犯罪が絡む事件のほか,工場での爆発 ･葡

洩 ･托出などの労災事故,学校など公共の場所

での不慮の事故,植物やキノコを誤認した事例,

家庭内での小児の誤飲 ･誤食事故など多岐にわ

たる.その頻度や被害の親槙は一様ではないが,

集団中毒事件や化学災害に発展する可能性のあ

る事例以外でも,中皐事故発生予防の観点から

示硬に富む事例がきまれる1).

そこで,本稿では昨年と同様に,集団中毒事

例の発生予防と対.策を検討するための基荏資料

を得る目的で,2002年にJPICが受信 した事

例2)のうち,患者が2名以上C)集団中毒事例を

集計し,その失態について内容分析を行ったの

で報告する.

1. 集計 方 法

集計の対象は,2002年1月1日から2002年

12月31日までの1年間に受信したヒト急性中

毒に関するデータ36,578件2)(以下,捻受信集

計と記す)のうち,患者が2名以上の集団中毒

に関する問い合わせとした.受信託銀データベ

ースから647件が抽出され さらに,JP王C受

信時点での患者は1名であったが,後日の報道
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などで集団事故 ･事件であったと判明した事例

13件を加えた.最終的には660件について解

析を行った.

なお.受信データには,FイヤルQ2,医療

機関専用電話,賛助会長専用電話で受信した記

最すべてが含まれる.欠損事項については,不

明件数として集計対象に加算して,相対鹿成比

を計算し串.

2.集計内容とその結果

I) 全体 集 計

(1)起因物質別 連絡者別 受信件数

起因物質別連絡者別の受信件数を表1に示す.

家庭用晶に関する問い合わせが52.0%で最

も多かったが,次に工業用晶が17.6%(絵受信

集計では4.2%),自然毒が10.6%(捻受信集

計では2.1%)と多いのが特徴的であった.そ

のほか,一般用医薬品が5.8%,医療用医薬品

が5.2%,農業用晶が4.7%,食品,他が4.T2

%であった.遠路者は‥医療機関,その他の機

関(薬局,学校,保健所,棺防など)がそれぞれ

38.5%,3.9%(掩受信集計ではそれぞれ25.6

%,2.3%)であった.

(2)起困物質別 発生状況別 受信件数

起因物質別発生状況別の受信件数を表2に示

す.

不慮の誤飲 ･誤食(誤使用や誤認を含む)が

83.5%で黄も多かったが,捻受信集計と比較

すると集団中毒では労災の割合が7.9%(稔受

信集計では1.4%)と高く,家族心中など自費
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表 1 起因物質別 連絡音別 安倍件数

起因物質 受信件数(件) 合計
-般市民医療故閃 その他`

家庭用品 256 70 17 343
く74.6) く20.4〉 く5_0) (52.0)

医薬品 44 26 2 72
(61.1) く36.1〉 く2.8〉 {10.9)

医療用医薬品 21 13 0 3i
く61.8〉 く38.2) く0.0〉 {5_2)

一般用医薬品 23 13 2 38
く60.5) く34ー2) く5_3〉 く5.8)

農柴用品 14 16 1 31
く45.2〉 く51.6〉 く3.2> {4.7)

自然毒 16 52 2 70
く22.9〉 く74_3) く2.g〉 く10.6)

工業用品 37 75 4 116
く31.9) (64.7> く3-や〉 (17.6)

食品,他 13 15 0 28
く46.4〉 く53.6) <0_0〉 {4.2)

計 380 254 26 660
〔57.6〕 (38.5) 〔3.9〕.〔100_0〕

*:粟局,事故.保健所,消防署など.

く〉:起因物質別にみた連絡者の構成比(%).
(I:滝田物質の構成比(%).
(〕:連絡者の構成比(%).

衰2 起因物質別 発生状況別 受信件数
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企図の割合は1.7%(稔受信集計では4.6%)と

低かった.

(3)起因物質別 発生場所別 受信件数

起因物質別発生場所別の受信件数を麦3に示

す.

発生場所は,居佐内が 69.5%で喪 も多かっ

たが,次いで職場が 6.8%を占め,学校5.0%,
屋外3.6%の順 (それぞれ捻受信集計では1.0

%,0.5%,1.8%)であり,人が集まる場所で
の事故が多かった.･

(4)起因物質別 摂取経路別 受信件数

起因物質別摂取経路別の受信件数を表4に示

す,

摂取畳路では,経口が 65.3%と最 も多かっ

たが.吸入が 24,7%(捻受信集計では3.4%)

を占め,集団中毒においては吸入事故が多くみ

られるのが特徴であった.

(5)起因物質別 曝露から受信までの症状の

有無別 受信件数

起因物質別曝露から受億■までの症状の有無別

の受信件数を衰 5に示す.

曝露から受信までヰこ1名でも何らかの症状が

出現 した率 (有症率)は,自然奉が82.9% と最

起因物質 受信件数(件)
不 慮 故 意 不明 合計

誤飲,誤食等事】 労災 不明 自殺 その他●2 不明

家庭用品. 328 3 5 1 3 1 2 343
く95_6) く0.9〉 く1.5〉 く0.3) ･く0.9〉 くD.3〉 く0.6〉 〈100.0〉

医療用医薬品 29 1 1 1 0 1 1 34
(85.3) く2.9> く2.9> 'く2.9〉 く0.0> く2.9> く2.9) く100.0)

一般用医薬品 33 1 a 3 D 1 0 38
く86.8) く2_6〉 く0.0〉 ･く7.9〉 く0.0〉 く2_6〉 く0.0〉 く100.0〉

農業用品 20 3 1 4 1 1 1 +31
(64.5〉 く9.7〉 tく3_2〉 く12_9〉 く3.2〉 a.2) (3.2〉 く1(】0.0〉

自然毒 62 0 3 0 5 0 0 70
(88_6〉 (0.D> く4.3〉 く0.0) く7.1〉~ く0.0〉 く0.0〉 く100.0>

工業用品 62 42 3 2 3 1 3 116
く53.4) く36.2〉 く2.6> く1.7〉 <2.6) く0.9> ･<2.6> く100.0〉

食品,他 17 2 0 0 4 0 5 28
く60.7〉 く7.1〉 く0.0〉 (_0,0} く14.3) く0_0〉 く17.9〉 く100.0〉

計 551 52 13 ll 16 5 12 660
〔83.5〕 (7.9】 〔2.0〕 t.1.7〕 ･[2.4] 【0.8〕 〔1.8〕 ･〔100.0〕

*1:誤使用などを含む.
*2:乱用,他殺,効果を期待して過剰に使用した(させた)場合などを含む.
く〉:起因物質別にみた発生状況の梯成比(冗).
〔〕:先生状況の雛成比(冗).
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表 3 起因物質別 発生場所･別 受信件数
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-起困物質 受信件数(件)
居住内 屋外 職場 学校 その他◆ 不明 合計

家庭用品 276 7 3 17 27 13 343
く80.5〉 く2.8〉 く0.9) (5_0) く7,9〉 く3.8> (100.0)

医標用医薬品 29 8 LD 0 3 2 34く85_3〉 く0_D〉 く8.0〉 く0.0〉 く8.8〉 く5_9〉 く100.0)

一般用医薬品 '33 1 0 3 1 D 38
く86.8〉 く2.6〉 く0.0) く7.9) (2.6) く0.0〉 く100.0〉

農業用品 15 8 2 1 2 3 31<48.4〉 <25,8> く6.5) く3.2) く6.5〉 く9_7〉 く100.0)

自供毒 51 1 0 5 6 7 70
く72.9> く1.4〉 く0_0> く7.1〉 (8.6) く10_0) く1DO_0)

工費用品 40 5 39 6 16 10 116
く34.5〉 く4.3〉 く33.6) (5_2) <13_8) <8.6> く100.0)

食FtlE.,勉 15 2 1 1 6 3 28

汁 459 24 45 33 61 38 660

*:医療施艶 老人ホーム.垂碓施筑 車内など.

く 〉:起因物質別にみた先生場所の構成比(盟).

〔.】:発iE場所の雌成比(%).

表4 起因物質別 摂取経路別 受信件数

起因物RG, 受信件数(件)
経口 - 経皮 吸入 眼 噴荊傷 その他t 不 合計

家庭用品 280 31 .56 5 0 3 0 375
く74.7〉 く8.3〉 <14.g) く1｣3〉 く0_0) く0.8) く0.0〉 く100.0〉

医療用医薬品 31 1 3 1 0 0 0 36
く86.1〉 ･く2.8〉 く8.3) く2.8〉 く0.0〉 {0_D> く0.0) く100_0)

一般用医薬品 34 0 4 0 0 0 0 38
〈ag_5〉 く0.0> く10.5) <0.0> く0.0〉 (0.0} <0_0〉 く100.0〉

農業用品 14 9 16 4 0 0 0 _43
く132.6〉 <20.9) く37.2) く9_3> く0.0〉 く0.0} く0.0〉 ･く100.0〉

日放毒 68 0 0 0 2 1 0 71
(95.8) ~く0_0〉 く0_0〉 く0.0) く2.8) く1_4〉 く0.0) (100.0〉

工業用品 22 ll 90 1 0 1 1 126
く17.5) <8.7) く71.4〉 く0-8〉｢ く0.0〉 く0.8〉 <0.8) (100_D>

食品,他 20 0 8 1 8 0 0 29
く69.0〉~ <OL.JO) く27.6〉 く3_4〉 く0-.0> く0.8〉 く0.0〉 く100.0〉

計 469 52 177 12 2 5 1 718

*:皮下･静振･筋肉内睦射.直腸･過内挿入.耳.舟渡内挿入,全身篠露など.
く 〉二湛国物質別にみた摂取監路の構成比(%),

【 ):摂取経路の捷鹿比(%).
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表 5 起因物質別 曝露から受信までの症状の有無別 受信件数

起因物質 受信件数(件)
育 無症状 不 明 合計

家庭用品 79 262 2 343
く23.0〉 く76.4〉 く0.6〉 く100_0)

医療用医薬品 1q 21 3 34
く29_4) (61.a) く8.8〉 く100.0〉

-一般用医薬品 9 29 0 38
く23.7) く76.3〉 (0.0) く100.0〉

農業用品 18 13 0 31
〈58.1> <41.9> (0.0> く100ー0〉

自然毒 58 ll 1 7q
く82.9> く15,7〉 (1,4〉 く100,0>

工業用品 94 18 4 116<81_D> <15.5> く3.4〉 く100.D〉

食品,他 21 6 1 28
く75.0) く21.4> く3.6〉 く100.0〉

_計 289 360 ll 660
〔43.8〕 〔54.5〕 〔1.7〕 〔100.p)

( ):起因物質別にみた曝雷から受信までの症状の有無の辞成此(%).

〔 】:症状の有無の括成此(冗).

も高 く,次いで工業用晶が81.0‰ 食品,他

が75.0%,農蓑用品が58.1%であった.掩受

信集計と比較すると,医薬品と農業用品の有症

率は同程度または低めであったが,他のカテゴ

リーではより高い有症率であり,集団中毒の贋･

の緊急性が明らかになった.

2) 集団中毒事件

意図的で悪意のある集団中毒事件(いたずら

を含む),工場爆発やガス漏れ事故などに関す

る問い合わせ33件(事例件数は30件)を表6に

まとめた.なお,ここでは工場,農場などの職

場･において業務上の作業中に発生した集団中毒

(労農)は除いて別項にまとめた.

起因物質としては,工業用品が9件と最も多

く,次いでマジックマッシュルームなどの ドラ

ッグ類8件,催涙スプレー4件であった.摂取

経路は,経口が19件,吸入が11件であった.

催涙スプレーの場合は,吸入だけでなく,隈に

も曝露していた.連絡者は,医療機関が27件,

一般市民が4件,保健所が2件であった.曝露

してから受信までに1名でも症状があった件数

は33件中30件(90.9%)と多かった.

発生状況としては,工場爆発やガス漏れなど

中毒研究
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により工業用品が漏出する事故が4件と多かっ

た.意図的な例では,前述したマジックマッシ

ュルームの乱用や催涙スプレーによる事件以外

に,飲食物に何らかの物質を混入した事件が今

年も発生した.飲食物への混入の可能性がある

事例に関しては,意図的やなレi事例も含めると

14件の問い合わせがあったが,受信時に原因
物質が不明であることが多く,対応が難しいの

が現状である.また,昨年同様,駅周辺やビル

内,飲食店など不特定多数の人が集まる場所で

の事件発生が散見きれ,今後も注意が必要であ

ち.

なお,2名以上の患者の発生が確証ができな

かったため,今回の集計には加えなかったが,

事故発生当初は集団中毒が予憩きれ 行政機関

などから問い合わせを受けたという事例もある.

1例をあげると,2002年 3月に滋賀県で発生

した水道水へのフェノール類の混入では,異臭

に関する問い合わせが住民から県に入り,県か

らJPICへの問い合･わせがあった.JPICでは

連絡があった県などに対し,資料送付などの対

応を行った.貴大時で3,300世帯(10,BOO人)

-の給水を中止したが,幸いにもこの事例では

最終的には健康被害は発生しなかった.
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3) 職場における業務上の作業中の集団中寿

事故

職場において業務上の作業中に発生した集団

中毒(労災)に関する問い合わせ 54件(事例件数

は52件)を表7にまとめた.

発生場所は,工場17件(31.5%),病院内11

件(20.4%),屋外4件(7.4%)などであった.

起因物質としては,工業用品が39件と大半

を占め,農業用品が4件であった.摂取経路は,

吸入が51件と最も多かった.連絡者は,医療

機関が51件,行政機関や企業が2件,一般市

民が1件であった.水銀血圧計の事故1件を除

く53件で,曝露してから受信までに少なくと

も1名に症状がみられた.

農業用晶の中毒事故4件では,今年も農薬散

布中の事故1件,医療従事者の二次汚染が2件

発生しており,･今後とも注意が必要である.

発生状況としては,工業用晶などを取り扱っ

ている最中に,何らかのガスが発生して吸入し

た事故が38件と最も多く,その中には工場以

外に病院内や屋外での事故もあった.病院内で

は,エチレンオキサイドによる事故が4件,防

内製剤を調製中にガスの発･生が1件,水銀血圧

計の破硯が1件あり,屋外での事故は爆薬や莞

蛭筒を使用した訓練中の事故が2件あった.職

場における業啓上の作業中の事故に関しては,

作業環境の見直しや事故防止強化の対応が望ま

れる.

4) 学校における集団中毒事故

幼稚園(保育所を含む)から大学まで,各種草

校内で発生した集団中毒に関する問い合わせ

33件(事例件数は30件)を表8にまとめた_起

因物質は,家庭用晶が13件で最も多く,次い

で工業用品7件,自然毒5件の順であった.逮

絡者は,医療機関19件,学校 ･保健所など12

件,一般市民2件であった.

発生状況は.莫験など授業中の事故5件,備

え付けの消火器の飛散3件,給食-の混入2件

など多岐にわたり,曝露してから受信までに1

名でも症状があった事例は22件(73%)にのぼ

った.
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最も被害者が多かったのは,小学校で虫歯予

防の指導中に歯垢の有無を識別する錠剤と間違

えて残留塩素測定試薬を配布し,249名が口に

入れたという事故であった.学校では被害が数

盲人に及ぶ可能性もあり,化学物質の使用には

充分注意を払う必要がある.

5)_その他の集適中寺事故

前述した中毒事件,職場における糞啓上の作

業中の事故,学校でIc)集団中毒事故を除く事例

については,その他の集団中毒に関する問い合

わせ51件(事例件数は50件)として表9にまと

めた.なお,ここでは白銑毒,居住内での不慮

の事故は除いて別項にまとめた.

起因物質としでは,工業用晶が21粍 家庭

用晶が18件,農業用晶が11件などであった.

連絡者は,一般市民が24件,医療機関が21件,

行政機関や老人保健施設などの機関が6件であ

った.摂取鐘路は,吸入が33件,経口が17件

であった.曝露してから受信までに1名でも症

状があった件数は51件中34件(66.7%)であ

ったが,起因物質を工業用品に限ると●21件中

19件(90.5%)と多かった.

発生状況としては,薬剤の散布による事故が

14件あり,業者が薬剤を散布 している場所を

通りかかって曝露した事例,居宅にて美音が基

剤を使用し,住人に症状が出現した事例,隣人

が殺虫剤などを散布して被害を受けた事例など

であった.このような事例では,家族単位で被

害を受ける可能性があるうえに,問い合わせ時

に原因物質が判明していない場合があるため,

事故発生時には,薬剤使用者に物質に関する情

報を確認することが重要である.

発生場所については,老人保健施設,老人ホ｣

ムでの事故が7件あり,それらは脱酸素剤や義

歯洗浄剤などの家庭用岳を誤食した事例であっ

た.高齢者では痴呆の有無にかかわらず事故が

発生しており,誤飲 .誤食しやすい物質につ'い

ては身の周りに置かないようにするなどの対策

が望まれる.

また,職場で発生した業務上の作裳中の事故

を除く事例が7件あり,蛍光灯の破裂が3件,
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冷藤原から掘出したフロンガスによる事例が2

件であった.

6) 自然毒による集団中毒事故

自然毒による集団中毒に関す-る問い合わせ

61件(事例件数~は60件,マジックマッシュル

ーム,学校での事例を除く)を表10にまとめた.

起因物質で多かったのは植物31件,キノコ18

件であった.被害者数はいずれも数名で,家族

や知人と摂食した事例が大半であった.連絡者

は,医療機関が45件,一般市民16件であり,

曝露してから受信までに1名でも症状があった

事例は54ト件と約 9割を占めた.

発生状況としては,スイセンの葉をニラなど

と誤った事例(6件),野外活動中にバイケイソ

ウをギポウシなどと誤って採取した事例(5件),

チョウセンアサガオの根をゴボウと誤った事例

(2件)など誤認による事例が目立った.また,

キノコの事例の大半は,自分たちで採取した,

もしくは他人からもらったキノコによる中毒で

あった.

事故発生時期は,スイセンでは4-5月,バ

イケイソウでは 3-5月,キノコでは9-10

月に集中しており,季節と密接に関わっている

ことが示唆される.自然毒,とくにキノコ常の

鑑定は専門家でも牡しいことが多く,素人判断

は無物であり,今後も啓発を行う必要がある.

7) 居住内における不慮の集団中毒事故

居住内で発生した不慮の集団中毒事故414件

では,小児の誤飲 ･誤食,成人の誤認や誤使用,

ガスの吸入などがほとんどであった.その代表

的な問い合わせ事例を起因物質カテゴリ-別に

表11にまとめた.

問い合わせが多かった起因物質は,医薬品

59件(一般薬30件,医療薬29件),洗剤 ･洗

浄剤 46件,鮮度保持剤 41件,工業用品33件,

乾燥剤 31件などであった.

発生状況としては,昨年同様,医薬品では小

児が甘いシロップ製剤を大量に摂取した事例,

家庭用晶では小児の誤飲 ･誤食のはか,漂白剤

やポット用洗浄剤を使用中に家人が知らずに摂

中寺紳f究
16こ495-522.2(氾3

取した事例,食品に同封されている鮮度保持剤

や乾燥剤を食品と一緒に摂取した事例,スプレ

ーや くん煙型殺虫剤使用時の吸入事例などが多

かった.工費用品では,フロンガス,都市ガス,

一酸化炭素,灯油などの吸入事例に関する問い

合わせがあった.農業用品の問い合わせは10

件と少なかったが,有機リン剤を小児8名がま

まごとに使用した事例があり,製品管理の注意

喚起が必要であると考えられた.

JPICでは,居住内で発生する不慮の集団中

毒事故を防止するため,これらの事例をふまえ

た啓発活動の強イ印す必要であると考えている.

お わ り に

JPICでは,電話による情報提供のほかに,

ホームページによる情報提供3･4),関連諸機関

および中毒専門家と連携 した集団中毒-の対

応5-1),化学災害研修の実施などを行っている.

現時点で,集団中毒の発生時にJPICが果たし

得る役割は限られているが,食品衛生法により

保健所長への届出の義帯が規定されている食中

毒 と同様に,JPICですべての中毒事件 ･事故

の実態が把握できれば,将来の事故防止にその

役割を果たすことができると考えている.関連

機関の先生方には集団中寿事例が発生したとき

にはJPICにご一報をくださるようお琴いした
い.

居住内での集団中毒事故の発生状況を鑑み,

現在JPICでは,消費者に化学製品の特性を伝

える唯一の殊体である製品表示が事故発生防止

の-端を担えるよう,表示内容とその作成方法

について検討している.製品表示が最大限に活

用されるような啓発を含め,職場,学枚,家庭

内などでの不慮の事故防止,さらに,白紙毒の

誤認による中毒事故防止のための啓発精勤を強

化していきたい.
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(財)日本中毒情報センターの問い合わせ先

中毒 110番(情報科は1件につき300円〕

大 阪 0990-50-2499(ダイヤルQ2卜 ･-･365日,24時間対応

つくば 0990-52-9899(ダイヤルQ2)･･-･･365日,9-21時対応

医療機関専用有料電話(情報科は1件につき2,000円)

大 阪 072-726-9923--･365日,24時間対応
つくば 029-851-9999-･･･365日,9-21時対応

たばこ専用電話(情報科は無料.テープによる一般市民向け情報提供)

072-726-9922--365日,24時間対応

賛助会長専用電話(年会費制)

資料申し込み先 FAX:029-856-3533

ホームページ

http://wwwj･poison-ic,or.jp

会員向けホームページ(対象は医療従事者.a,000円/辛)

申し込み先 FAX:029-856-3533

Ellnail:hp-mkaiin@トpoison-ic.or.jp

*化学物質(たばこ,家庭用晶など).医薬品,動植物の毒などによって起こる急性の中

毒について,情報提供しております.異物誤飲(石ころ,ビー革など)や食中最 慢性

の中毒(アルコールやシンナー中毒など)や常用量での医薬品の副作用は受け付けてお

りません.
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不lflqT晩側(飲料または 】2月 IjI〔京仰 2名 医蛸織的 ~LX,Ll 肘やけ.ほて1J臨 地に帥 LLFl
芥子に旧人〉 JL

捜誹を故で斬FFIJ柵氾IJta.っ/ll(̂'(･肘･Fについては,rFlt･合わせ岬07人牡でra/U,.(和泊などで沌淡さItT=人枚i･掛こ妃FRし
ている.

喪1 暇姐における赦雅上の作端中の鵜W中帯事故

艦- 鮮 地 月 - 打凪 - 拙 僧 毘 馴 抑 れ鮒 #･ 耽

6-71yイヒ7'タi;'ェン 6月 群P_岬 6名 医坤機関 収入 碓帖 .噺d:.JnTr水師
(5名)

隈頼矧糊 慨入 弧心.lFLl比.仙背しき.仰水JA
(2割 孤 感

～ ~ 3月 ~~蜘 灯 8名 医棚 同 価瓦.面前 敵 将#.軸 .7i,[,-㌻元C4tへキソ-ケン)
鮒舵Q)ち柑岨

N-tlトS･エトキシか レ 2月 巾糊料 24T, 帳雌槻問 戦域
dILJL,13-7.1ミル7't}

ビルー(S卜7ラ.=T/十和
曲エチル

恋敵確執 血Wl低下.血小城抑
少.掛相,i,Fツタ

TDJ(トルエン2.4-ilイ 8月 粧 R拠 3名 医蝶機関 収入
ソシ7ネ一日

晩.頭がげ--JとLtいる

証印フェーム 5J=L J即Mt .39. lFt雌楓伺 収入 DTl帆 弗軌 畔Bt.rq伽IH.r当

(22.) Jtk脱力感.如nl棚和阜

~~~~~6il 畑 Jn･ 2.fl~~~ 剛 佃1RJ~ニ~~画人~~ 勝山 血fl:115l:.仮面 瓦アジ化ナトリウム

LLJLtnFす巳
H;:ltJEi-TはL.2m):I

′rヽ
l

L]本中軸冊靴センター :2002年 鶴田中拙文･肘軸曽 L){05

.lJZ 況 JPICの刈応

判院q)出的こ陀糠剤が出入し,lD名拙攻がtJt虫した■"TfJt軌がある. 冊和独附 岨榊
症例迫畔例証(｣三回榔

~ ~ ~ ~~~~ ~~~ ~~伽 血 供(碓抑冊韮rJ.のスナサグに人が伊入し.いたずらでil'L火脚引帥 した.少出牧人.
Ld7.15g迫坤別紙

脚鑑rJlで.やかんに-ンln/一丁が収入され,加.'Aを放ん1=5名のうち1名に紐状 fFJ耕地伽朽旺FIJi)
.-h耳L
ホテルの.if.yトにdf-'卜批抄刑 が粍r'ていた.ポp'トの腑を之名で飲み.鳩かおか tI洞拭RtI叩旺僧)
しいのに兄1いた. !剥邸山跡閉准(*LuJR)

水の1うな･ものを骨端Lこかけられ.ldl後1り1-2崎InJ盤比を失った. 軸乱掘眺佃nLFAX)
･虚例i也排卵血はttdI)帆)

ト｡-ル弧･卜,frl.で引き上げた錦秋のLのからガスがIm出し.3各か暇人した.帖 仰剛域供(和弘 FAX)
まで探るのに3時糊を潔した静に史TS.血潮の5.1･EこJ:ると旧Ll本町IyTiEj底に沈めた LP.例拍跡胸.鮎
イベl)ヮI.の可lJW かあるといp7ていたが.分析/Jどは打っていない.

L三l鴇で企べたケーキに,コンクリートか銀砂班のかけらのようなも07か犯人してい 悼轍雑舵(屯佃)
た.分析を伏脚Ll=ところ.Al,Si.CP,a,Ti.Edn.Fe.Zl･かき布寺Ll-nl
たと1カ月fAlこ租告あり.

知人に仙めもJl_て飲んだ外国阻C)お米にと'Ji.桝lも人していた可他桃がある.放mL 珊稚拙肘 屯所)

た3宅･l=蹴rttBl牡 _叫や叫 雌 羊もやった･ ____ 二 ...
Jql句会でもらったラムネ荘子をb:べたところiLi.lJt山弧 中とElを離糾し,上の子の 仰月別桝陀(屯栢)
瑞相 立秋啓した机 下の羊o)症.lAは耕政L.涌先や肌の下の迅柵感iJ山苛L ･
蚊軸管で挽醐 桝 Iît盲面 的 がA-言糊.tLを丘べた.抑M0分岳よ･).尉 脚 側 緬 )
出札

JRl切でコーヒーJ…カーE=除却刑らしさ臭いのする白色物卿か晩入Lてお)1.JJu用 怖荊湖tIN髄鞘.FAX)
したJ名に鑓水Il付し 症例泊抑別封 未剛比】_______________ー --
カラオケボックス.(･コーヒーを此んT_'肥後に虎.ttLLI現し,受取 暫群が分析中. 冊軸性供(Af帆 FAX)

鏡丁印ia相関漉く水府JR)

たかどうかは不l札 ノ症例迫Y#附菰陣 風JK

.lf: 呪 JPlCの対帖

仲轍硯仙(碓帆 FAX】

息巾で鵬池中.JItrFll=いf=救.aF第月2名.把脚絹 .,卸Tm gBのBl14名も舷朝のlE･Y.耐fJ迫跡朋漉く雅mm I
気によl)粗い拡心zu札 5名塵取

工thlこて椎体の6-71y化ブタジエンを刑 は せて約81刷ul倣fFJL.収入Lた_故

1:粕にてFk休の6-7･y化1タブユ>を51化させて肘6jrllrl】使用し,収入した.一 冊報収伽(Ⅷ相
次和地を･射すた仏者2g.〟卓ne. 環桐ia跡耶誰(弛回収)

加秘中.C4【エキソーケン)脚 紹Q)由 面大~L-:"i-d~jl牲J:･)･出故山札 1名は面 11相槌恥は 乱 FAX)
航l相 が3,･J血境.GBEこ迎牡がIlI乱 なbl､C4ト キソーケン)をむU)Ill).此 店I柚 跡別刺 米回心

触媒_T.秘で恥fllの反応遜か榊瓶
拙例追跡耶漉く水BJ収)

職場で艶.冒.をこぼし そのまま放tEEしていたたd)収入した. 附脚Btl賢く怒帆 FAX)
a.例追跡一閃.北怖l印比】

L7ン巾二元示寸でW.柑′･yキ引1たはしごのifE樹乍兼をllH 刷 り行った3名の与ち.柵報収仇(7EZ帆 FAX)
症例迫杯RLIJ北棟l戸川山2糾こS･叫朋 L･柿屯徽 凪医を･史伸し･帥 球岬草で献返書11･I:･ _ _____.

JiV捗で船 脚 瓶を･dI).艶気をIBt人した. 怖縦蛤IM犯撒)



liW IAJI叫11JLl1-)1411-ビング- :20lr2叩itiUl小桝i･陀柑1廿
Ell山師牝

Irl:Jl1rl-532.'lnL13

JM 他郎 党仙 耶EJl.iVl..帆- 奴･豊温 h) 脚岨 摘 出 llA
･l帥IJ'鵬q7. 11川 刺洲 2お 供雌機Iu 収入 岬岨1て企.JAll-･Ikll.r(l苅

7'JLシンq久 6J] ;別紙 r)fT. 仮卿 鮒1 他人 瓜加'不快晩 Tul,巳･,)Vl仰臥 心
端部不快感

丁ンモエアかス Gjl l剛JLt,t 望t. ]HJAE樹凋 値入.親政nI仰JA私 財堵

-NElbliEit/; 糾L IWrl僻 2Y. 匝轍矧封 ILR入 書出･h 惑t恨帖t!F.ナ7ノー･L/,
付抑ii;L:I

一権化Jよは与 はJJ llf).-(.W 4T. 附朋耶J IA入 Ilずl牧田机 新税l那f

エ+レンオキサイド･典12)'J 桝岡肪 3也 ['/i]iL矧nJ 岐人 波耽l特番(.故抽職榊,血Eli此lT.
化J+Jレ糾F-(/I.罪刑 日 創 世酔

Jk鵡ミスJ･+1相をミス ト i川 称M舶 6才. 陣地機IRJ 槻入 場晩.咽凧･噸恥臥 哨嶋.紘
軌 Irtの#JnL

lkSlilj'7. 5JJ llt坑"m 法名 l吐淵械側 r収入 咳..Gt.:.YfLさ,)Dtu)軌nL

次純化堀的堪舟･rJlihFJr刑 .EjJJ 火舶肘 2名 脚棚卸洞 収入 晩 堀q)輔ふ

jk!l眺 棚 セナrlJr)ム舟 7月 火分LL.i 2f, 脚刑緋) 収入 拙i･Lヽ 岬LIT.息■1VjLき.捌 '6.
11批抑制 阿下峨棚tk.企身ui･))感

fHJ ,lL柑冶 4名 田he掛瑚 旧人,株攻 掛の輔み.喉の泊111必

iRFln lZJT hrT名川も 】一tr, 桝輔機脚 収入 PEl蛸,r:lQ77lTiJl

FJL･ユニr7ム 7TT gI城LIh 2名 田拙撫l印 紙R.rLu入組心.攻.gi(J凪 軌捕

シンナー 3月 1JT.京伽 34T. 粥偵楓判 収入 ･EHRJ特許1311帥)Gl脚

シンナー 4fLj 大政1(･P 3も 座ILl轍IRl lL1人 H:軌辞iLt.bEi耐iu:l帆 収LJPT(.料
◆Jrr.多串感

水根化ナトfJウム･水政 8J-J 批克郎 21. 脚Lf械JA) I&入 7伽 ヽ岨Il二
化カリr7ム.5'Jl'純粋利

7･+レL･幹机馴剛脚ヒ剤 10Jl 輔剛/. 2･tT. 低棚胤叫 収入 敵町昆IW川皇随時にF川柳 .A.̂t
介'41且

桝717か乙 -LFf 押掛 IJL1-I9qr 脚毛(機関 吸入 in-.志曲Iq晩 恥Q)弼政感

ドライ7Lイス 7)寸 ･kI矧打 4名 阪群械Rl 峨人 :3.%L守れ JRL庇イ1FF,N'[地肌.
日計1 拭乱

二枚化脚 -LT7 11川 J:#町恥 23TL P,a/.(伐rm l牧人 悲鳩目耶机 RLE心

聴岨阿 5JT l壬叫那 ･い牡も 帆IR側軸 収入 .9.悲しさ.眼の1JTrみ.祐軌

71/- ル ILl月 食知呪 L1-5名 医蛇t船田 噸人 岨 Ju三周の縮み,お上地のLぴ
目名I IL･JJu加･Bl

7p/化群.11'!? :tJI tIMLLl.と 2.Y, l'nl?Ll胤鵜1 収入 噴.収の稚拙

7-,化水瀬 5月 崎Bi鵬 2名 医蝿Z欄k) 収入 弛軌 IAlf17il;n

1°,'ン打7. 51I 帆JJLr.J. :141 舵機胤糊 収入 めまい,此帆 瓜心,LLfJL

lZlITIFJF兜
16:1U5-52も201XJ L]ホFtl地相糾センター :20t)21qIL引きltqrl'略史州印皆 507

状 況 JPICq)叫Lt'l

JLW払で恥こ魂-屯■1椴を入Ll.le硝酸弧ir･作る訊 雅弘するNO.NOzをiJll先する肝が納 WI純税眺(和紙 F̂X)
まっIEいて.射出L入城 也い〝7JNO.NO,ほ収入,24.07rjもl名に榊klll現. I棚I拍格別粥(琳剛1日
Jl哨:侍の:I:軸で出陳のノンテナン叫Iに.1lン.ヒ瀬力咋悌Ll=t,Q)がl!E始発火. fI柑l馳眺【'LCTT.SI.FAXJ
PJ一報.?見クを勅fJL.抱肝の/ンテナンスを行っていX:3flと扱地理を符.?た2YJ堀例j8脚 棚
が収入した.作光をしていI.:3&.のうち1糾土地蔽llJL

:rl切でアンモ ニ7ガスかIfHnL.補格大別跳に噸推した人と吸入した^ht.剥き. 1r'I利払眺【批Wl･)
醐耶R蹄朋鮎(瀬lUlJIKl

珊瑚IP,コーク7.の低地ガスか仲7旺にJlってinl山し.I政人LT=. WI如拙tlt･(配kl･)
並緋色雌邪恋

仙~ド鉄のエ叫現唖で作光rrl.,l都こ鑑･lJtがEh現し.1)も2名が空隙.他の2{11土地 Bl糾拙供【服鮎,FAXl
院へ脈返書LIJ=.血舷横流の括叔よlJ一概化朋栄ll.棚と姶戯さLLT=. Sp,E祁且跡駒盤
個物此でくん酎1噂中に戊Ir#机1収入Lf=.うち1名か.伸邦3rl削こ埴哲を起こL 仇111拙眺【碓肌 FAXI
倒れているところを先見された. 盛刑犯跡明証(未回収)

ビール:亡蛾でビーJt,脆亦作脚Ilt=沌出した性政ミスト.拙峨ミストを職人Ll=. 仲糾1割JI.1【7R帆 FAX】
4.11!.刑氾跡朋'如

lJJALLzIC塩鵜肝油畠から琉幣がtrMLでいるのI=欠11き.盤内に入･9f=ところ.1一 冊軸拙眺く唯帖)
2分収入した. 嘘弼胞跡恥生l火剛即
⊥1削こて,次並塩'#鹿を倉科する沈静則かこlfJlていたのに武付かず.軸流したも 竹和地iJt(qZ靴)
のを吸入L.曲漱111札 滋例追跡跡地 (央bJJl牡)

換気耽軸の掛 ､病院の桁虫で,糖梯川の次弧rl兼俄塩を骨端'する洗浄剤を約21I制HJ鮒軸比伽(妃Wi)
igf用したところ.症状rh乱 射郎且跡附加

純銀こじ租で四牡化チタンがLKきzllLI1..ll:めるQ)に10分かかEJ.そのr札 中(こか 御伽収tlt(屯附
かり,収入LI=, 肺IfLJ]宜跡朋加(琳I州x)
3J(力鞄fuqrで皿仙も11_7'JEあり.#Mll･帥JZマスタをせずにT閉iしていIT...Ttl和利t'iILr仲卸舶供(TR鮎)■
JHしたが.敵IjtJl制こ罪状にむ-3てしま1た. 也例追跡別湘(米mJl丈)

二に物でiTJL･コニウム抄紙か白.q苑火し.親と付火を収入した■rJT値札がある.うち1 il楓 払供(髄肋)
卸土加症状. ih1_例泊跡開架
姐髄銀.換気の.qZい状雌でtl:叫をしていで3g.中29.か倒れた.鈍る1糾土ふらふ 冊献地TJt･(tu私 FAX)
らしていた. 出例追跡鰍上丘【51itBI収)

地下描出のビットl勺で血涙_t郡をしていた伸朝地が充llPBLl=シンナーを収入し.過:佃棚状肌(iLE晩 FAX)
抑LIJik.叔州こ入った押韻乾せ額lf.tJ倒れた.叔息政界tJ帆Tt,.レスキA一掛こ 虎側迫跡嗣盤
より故山された.

Jl糊 で刷から換気をせずに紫冴用q)ilTL剛L用耽称剤を1JLrm.タ'JJ'から気分不山とPu.1倍報収供(耶 E.)
り&･胎, 銃刑迫朗･刑.#川咽収)
J肘曲で出他2名が約2LRSlnJ,l剛性を1FR用LL:相銀をしたところ.親分不良になり倒 仰棚はt)i(碓細
れた.潜的眠淋状態であったか,柴陶蜘こけ仏日払 暁例氾捗新盤(範LidJIX)

抑 fFqスの貯引ILl虫するコ二軒Ilにガスが猟札,仲井JiLと野仰J19卓はfオスを岨人し,側軸拙供(耽郎)
嫡蛇へu(∫ll.氏,重版へは血宙之名7rJI伽適中.後Rの附正で2私の死亡を抑髄. 1.'ll.帆氾特別耗(-1三脚収)
ドライTイス全社のl階で.鎖骨朝と托範Bl柑tl名が脚 tでいるのせ別の托鎗且が 冊稚拙仇(碓軌 FAX)
相見した.釆施Lf.,I1.糾こIi撫入場よI川打水J皿が拙めutた.後日.催促に搬送さ 症例ln跡朋尭【如La日比)
J上ll141Jの死亡を碑l軌
.T.相で鮒 ヒ沖IFJ5Jr'Jムと地肌別Rl熟し.兄iliLI=オスを仲串中の2名か収入Lた. 僻朝出丘取佃戸臥 FAX)
金tF:では,先出したオスは=肘 ヒ13脚でl王か lかといっている. 症例JtL称朗耐 水剛X)

JUv火洲糾い.lLhlい先班伯をたいて拙い部Bif=約30分いた.十枚名hr症状&･昨え. 冊軸地的(碓舶I
放射.が入院Lた. 1.㍍_例追跡刑盤(水田】ER)

肋野.1'.都d)fl胡小.)IIJQ7コ二相から地山したフェノール引T三業只4-5名わ噸大した.仰稚拙tJ日経的
Al.矧こよると.他に同じ耗叔(LUれ)がある^がもう1名いるとのこと. 地内犯跡刑漉

工仙川で,7ly化水瀬が強まr!.する可他仇がある艶晩'llに軸 がしたのです('外に.LEl㈹制拙rllltt朗.T:･.FAX)
た. 舷側氾称耶打た

エ雌の桝休作茄･l･.7Ly蔚コートを加熱L.殉.ll:Ll=7･>化水鵬をl汲入.軌11州 は 哨棚岨(llHitea5】
に症.lF:机払現し 相磯Lたためlil牌. 妊同胞称刑漉
茄子T.棚で.曲5t田をまわしてプロJ{ンqス引出IT]Lでいf=.押黙蝿3創こt.1秋山 krI柵拙rJM碓帆 FAX)
gl.うち】名は軸梓が敵Lくなり.1分IuJh.榊を火-}I=.桐院に拙増宇如土′1-イP 鉦何泊抑l拙 (米ILllJl幻
ルII申l吸収掛土持ち前いて1'Ll),と(にmJRtLなじ.
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IB;凋5-5才2.2仰3

舶 qb'El 兜･Lhm Hl,kL･･- 醐 敗･豊 島 削 抑- - i llA
EtTlR7イン7 3Jl 北和泊 2g. 粒瑚親側 職人 肌孤 灯l亜蟻

ホルマリン 111Jjllr糾恥 4-5名 金地 収入 nJtや喉の摘み.部分不良

ゾ1千JL･ケトン 9Jl 蹄l洞P.t 9g. 供出拙朋 岨入 めまい,恋心.しぴtt
(2私)
直哉欄間 搬入 y'Li幼
く7名)

他化水範 81J htE汎nMLJg名 恢棚矧対 I浪人 鵬 払糾射tFド

硫化水瀬 11Jl 竹岡淋 2名 一般iTT児

硫化水数十二硫化メチ 6月 嘘q;R恥 3名
ル+メチルメルカ丁タ
ン+敵lbノチルの混合法
AL♯用品

吸入 収の性快感

腹出払側 腹大 喝岨 柑机 lLTP.馳確執 朋榔

グE}ルビJ/リン 9Jl 茨城蝦 12-13名 阪蛸横側 帆 1政人 LuL確執峨qH引札 限Q)油御感

クロルピタりン+刺 bJ10月 ･T-IX帖 14名 磨掘機WJ m IuLの揃み.洞私感
ナル

砺掛 )>剤 4fl 甥hl肺 S名 匝舵tklAJ 吸入 娘心.J刑軌 l悦のia仰跡

有機lけ 刺 6JJ 火脚 T- 7名 塩舵機帆 吸入.株皮 剥榔

救41刑 11月 甫崎鵬 3虎 L杜燕聴取 IBi人 数心

EE無品,医療槻A等

エチレンオキサイZt lFJ 山軌性 6-7名 医雌機rq lRi人 跡CL.凧JTi,rJ噂の抵御感

エチレンオキサイド SFJ 斬鞘Ll,t 2g. 匝槻機関 岨^.佳良 取ら

エチレンオキサイF g月 和岡眺 34. 度相磯榊 収入 欄tlt:.m!tTi

エチレンオキサイ1{ 10J･l 瓶開恥 lOQl 医岨捜r瑚 吸入 椅TT･.九分不血 ほてrJ,gJ7tm.
LulQ)FTfみ

塩化アルミニウム+端fFl9月 火取肝 6名 医船胤月 収人 気軌 】Utの州限感
水で発生したuス

赦閉梢蒋剤 12I:l 奈良県 笠も 医蝶拙榊 Iul Jut叫hiみ

12月 中偶称 之名 原瀬規制 吸入 なし

けりトやlJン llj･l 班京都 10卓日立 供用格間 吸入 呼吸伸脚[% nuIP<チパ･f･する

司IrUJの物朝 11)l 北粘辻 2名 医鵬的附 )Ri入 鞄軌 傾
く1恭】

不叩Iの肋間 7FJ 火帆仲 之食 掛居機IyJ 収入 肌Ct.怜忠盛

rI帖潮甘牡でirrJLu糾姐があっT=叫放･恥附;ついては.Hl)い飢}せ叶の人故でけな1私犯などで牝離された入故i･掛こ脚瓦し
ている.

小IIIIG牝
)6:495-522.2tltは

:･,｢

ド)本･11櫛冊軸センター :2rm2LrlJJ.t帥 rl輔丑仰相野 509

状 況 Jl'JCの仙tl

]IMLiで'kス7インを収っI=一･T施冊がある,1名はWl皿蚊がある7lL.もう1名は如以 側軸il占WL('JLE肌 FAX,
.lk. ILl!.1剛凸跡l粥.加(･一糾糾R)

航拙概の桐物の伽屯に'41T脚rあrJ.梓他崩の1r'でホルマリンlyr丸化した.そのAP.TJJ.梢郁拙gk(棚丘)
にあ1=つた4-5名が収入した,
J柁朋で批･,ていたメ+ルイソ7サルケトンq機知を収入Lf=. 相和硯†肘叱附

拙例泊跡別紙(米価収)

J冊租で地っIrいたノ+JL.イソナナルケトンq)悠久を収入した, 仙W,la桃(堀軌 FAX)
曲PIJ姐称別姓(射5J収l

盛他Anの肌底件粥でmiltlから托生し1=u久に止))1.'d状がT柵L与丘虫.Ll=Hスほ硫化 fll耽相似妃帆 FAX)
舶額qTl･[維tJ:がある.瓜令のうち2i,に耽碑がみらJLず.他院J:I)蔽迫きれてくる 拙PJ泊跡耶祇(射dJIk】
Er･出.

J長軸 でLI甜旨小に机牧野i･即).硫化水耕u久を吸入Lた. 肘戯弧TJt(qiiLr.I)
食捗を他める

エ棚で仲茄中に.3名か枇化水鵜.′テルノルカ1タン,二Ii削ヒメチル.純化メサ Wl報提供(碓帆 FAX)
ルの4租の脱合〝7.を(R入.硫化水rJiの削合が一昨多い. 病例犯跡榊rfE(准IDIJは)

屈外で鹿臓のJAFl12-139,がクロルピタl)ンのnJ丘祁処乱llT.糾ってJRl=かかった.伯叔拙供(櫛軌 FAX)
)I.収入LたりしT=.鵬 状の人い､ろ. W.例拍跡開溝(米蛭川即
慮外で戯鞘倣和した.lrFlo仰J撤拙状があ.?た14才.が且IH:l以肺に米院. 附射出眺くfM.号.FAXJ

鍾例犯跡銅盤
胸肢で有機リン剤帥tlrxした血朝の処低をしてい1.:埼晒抑5名か次々と気分不瓜を 冊朝地肘 確帆 FAX)
抑えた. 柑PJ追跡別船

前根リン剤を摂】反した皿者の処紺をしていIJ醜態で.LEi帥49..帝憤rW39,かBEI郷 冊搬地肌t碓相
を綿えた.処牡鼠や処即Ep(攻m.41･.軌 間改組l鬼舵をt')からlnLい州政見がした. 蹴倒追跡朋盤(和剛に)

ごみ兆#tl馴こて.鵬燕きれていた僧止別政柳を岨人.3名が弧状をNiえている. 他稚拙飢(問制.)

嫡院内の排尿(世間)で土子L,ンオキサイド〝久がimlhL,旧凪が2-341l収入Ll=.flV軸拙供(胡航.FAX)
1.-t!側池畔刑恋【鵜阻札)

病院で.NF.減問の抽輔が榔 tでおり.エチレンオキサイドU7.か軌IIL,暇人L 冊軸地肌(叱紺
た. a.1那鐘紡刑.i(恥BlrJR)
嫡院内q)辿批点で.泌馴Pのエチレシオキサイドq7.がrflンベ1オ【分iR山した.ヨ 仲削LUi.i供(u帆 FAX】
名か吸入. 延例追跡耶鮎(躯b][比)

刺胞TIJの中JA拭l-d良で.エ+レンオキサイドか久か肘れていた中で2時rFLT刊喋をし 冊和地純(脚JiL.FAXJ
てい1.:.1糾こ症,iAがm硯. 北側追跡肋血(射BLlrn
嫡院内で.杖化アルミニウムと祇恐水を絶食L.r托円弧剤を耶令巾,審端が花臥し 柵稚拙快く牝輔)
沌_QF_した白いUスを吸入した.いつもの叫収9)3倍で耶合tlLであ･,,た. 出TFu氾F4朋我
嫡IyElJqで処耽中に,術前屯脚Iyr1削って糾馴辞典の配管を放き.距くにいた振脚らのuLi冊糾蝿俳(乍猛肥)
に川柳 吐か入った, G.rfg追跡糾HI丘

胸慌内で木肌hlEEm･を敵城L.水鍬が鵜牧Lた.処乱した市機和2i.hI収入した可 佃和也糾 問:輔1)
地位がある. 企IflJ追跡別速く如l酬M

胡坑内でホルマlJンのJGr:唯をこぼし.処現した翻醐J10名税収11!l鉄人した. 仰軸心眺和独 FA.X】
Kr･:刑犯跡訓.1日蔀回収1

紺J.yキをしている:ET.Jiiで蝿知性他が放糠L.マスクを滴NJして作茄Lた机 か乙 部拙植跳(柁醐)
rをIA人LI=.使用した鞘剤は俺蟹のみでAJJ.船化水紫を鈍っている.1名のみjlとLEf,刑迎脚 盤(淡Dl収〉
院.

舵.W,を作っているエ棚で.敢･iiで扱織のケ-7LルのWItJ肺炎をしていた.'1糾こ金 側柵拙tJt(耽紺
4(摺忠盛,冗舟不良がth呪.切ryi仲井にバーナー野l土比目しておらず,その他の地 利郎巳跡%'L就く鵜EdJl史)
草鞘lTJIQ)拙ITlもない.
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無一 軒枚でのIALBlrll確都政

l]II.ttLIF兜

朗 棚 n･*r月 舶 脚 日 脚 故 il.'温 扱, 伽 脚 税 状

拙剛性紫洞沌批穿き 6J1 両崎PIも 別gPl l穴N.モ矧洞 連打
(Sqfl)

医村城朋 範u l瑚I.托掛
目寺乙)

鵬僻地粥聴取 親日 不耶

瓜確棚IP金 槌口 神y7

取収仕上げ潮 2J:卜 蟹知眺 4名 取l屈機関 RI-I m触こtFらん

fly火刑 5Jl 哉貯LR 5名 小学杜 収入 噴.僻や11114)柿み

帥火剤 9月 静岡鵬 2名 医横桟開 場A I#.噸枕

紺火刑 10月 茨城LR 4名 配船機関 l政人 呪 頓07不快感

鮒Arl取持剤 11月 嘘知収 36. 保骨折 誹F.u せL

粗放瀬刑 8月 大帆仔 90宅. 床材irr 追ロ fJL

拙由利 9rJ 大阪肝 2名 一他市岨 捉1コ UR橘

槻Lil別 11月 大分淋 7翁 匪淵横l叫 池口 嶋の不快感

ビレスt)イ ド系親政剤 9月 -T湘凧 2名 小草枕 PR入 峨V)荊み
(増価出】

7'ラウン甘 6月 兵dtm 2名 匠頚楓刈 収入 鳩の榔み

†榔合剤 7月 派京郎 4名 店棚概的 続ロ なし

マ/ノーター亡気圧計) 7月 千鶴LI.1 2名 一･般神代 収入 托赤.旺mf.JR･#鼎1P,I

塩化ベンザルi五ウム 5月 剛凡鼎 2名 傭甘蹄 姓E) むし

炎弧塩非職ナトLJT)ム 5f:J 崎Bi糊 別名 小草枕 牡):l なし

LR:･Iri塩瀬故ナトZJウム 6月 11甜 珊 J名 医榔機関 収入 鵜僧恥冊

次3Ri塩瀬故ナトりr)ム 9f] 朴射lTL1.I.2着i li冊Jrr 毒削E なし

有機リン系救出･救出刑 IDn 茨AJl恥 5名 陸相機関 吸入一 括心.nay)柿み

イタ+P'ヶ 5月 愉岡昧t ･l前 障榔槻開 披rE 部分不良

イ3(ホオズキ 1EH'] 大分恥 5,Y.L ,ト半枚 掛~l 喉叫酢み.地柵の池触乱 rI紬

･小J伽L北
川:卿正一rl朋.2日0.1 日本巾 競附舶センター :21)n2iFJJi日1Fl-3絶 倒租ihJ, $11

鈍 掠 JPLCの神佑

'Jtilr,1-3jr:血に山dn'･]VJ'の斬新It,11JWl青の有無を朋 qArる税別とrulEBえで瑚何塩 冊弧状附 J祉軌 FAⅩ)
'J壬湖鐘状鵜の叙刑を配和L.249糾Ll:=こ入LLl=.I-)も50名がIA･降し.2B名が姓 症例犯跡刑遊
間を･受けた.

側軸LLWt･(稚鮎〉

削 鵬 挑発の銃刑を促和し.249名がIJIに入れ1:.うち)名hr･受給した. 起例泊跡.誹IJ並

fly和弘IM租WJ.FAX】

渦軸抱眺く碓紺

仰和地眺(他紙)
捉例追跡胴並(求WJLR)
他利他仇(妃慨)
受診をnilIめる
仙鰍塊Dt.(屯析)
砲刑追跡別売

小平1-3JIi.LJ:Jこ山arT･封J-の脚占叫■,脚塙の相加を訊別する飽剤とlEU]迎えて拭懸塩
朝川起臥孤の郎刑を配8-し.249名がtlに人血T=.
小串卜3年iJilこ加地二(･AJy'Q)洞野lI■.1%堀の布軸を政刑する銃刑とrrq迎えて碗倒Ju
翻Iq妃紙幣の鎚EI]を戸山tL.24g名か口に入れ1t.
伴甘JTrでl司化4名が仕大別DrnLLQ)熊肘】:上げ別をn;̂J..I.

小学放く盟外1で.氾証がfYJ火脚を倒してlA大した.

中学校の脚1･Iで.掛軸yi火脚を倒して収入Lた.

11･判史で.榔如打火脚糾可して吸入Lた. 刊組曲飢(氾Rlj)
G.例犯跡Tn漉

仰■柳叶で,hll恥がおやつに入-'ていた邸JR仰持hJの余を慨っ{掛をなめた. 伸孤独供(犯析)
統迎娘部を他める

伽背JTlで.給血WJ矧恥こにはLに入っていたM 紙 剤にfilづか1..そのままたしを 付利提供(噸掛
とL).MJAと矧 11JrそのdLJml･を食べ1こ. 紡凶脱頻を軌める

13祝か棟白刑の入P,ていることに洗,Jかず,水筒にJ浦 を入れてもたせI=.小判女 竹租提跳(成約
で･iK人とともF=放/..T_I. 続泊椀料を仙める

小野.磯で地政が.鵬亡川.のヤカンに入りてい/=水を映ってlrげ っAkんだ(鵬が迫 I那化拙tJt(Ⅶ柑
うことで凧ついた). 血!.例氾跡別改

稿 IC伽師 じ.yi-Tlんh-r-主;雌舵くん底面.]如 権二~岬 宗ぁつて抑尉 二g･J他和地肘 耽肺)
,18分入出LT=. 姓過脚 を剛めb

高 野軸 で.テレビのナラF)ンig;が脚 FIL,~I=軌こ.白い肘 )ようなものが山てJRi人~~細軸足東面面 -
した. 庶刑迫跡別恋(51:到収)

別拙1gで.ld化の畔蓉Lた弁当に入っていた併有刑を.rAWL.J宅で血べた. 梢抑止仙(租故)
射何泊捗閑寂(米即bt)

嵐の･日こいた. 攻陣を仙めち

十柵 印で阿凪机 5t)梢以上に希釈した珊瑚紙をいたずらLた.少粒放/LJl叩惰性 竹稚拙俳(乍旺新)
がある, 提過枇群を仙める

小判納 れ痢兎回で,帥と即適えて班戟恭絹布刑由州 し,グラス壷由 一血てi=. ~由,n拙加伺 醐 ~
鈍遡鋭痕を秘める

画面の1-ルT･.棚 脚 を虹 由タ./Fに入れる虹 ~タj~さあdT.二言盲屯守JL.20高藤 由俳(f附
也程度の軸内に拭舵がこぼれ1=.17ス7.ゴーJ/JL･をせずに付随Lた. 症例追跡朋査煉 頂収)

~ ~~- ~ ~ ~~ ~~~ flJ棚状眺何軒 ~一件甘JVrで.RllyLが堪銘茶絹布別のlt)ult頒制服を飲JLだ.
敗退他桝i,･仙める

小学枚の軌幻{･.有性叩ン求職山r食間剤a･lfl期し.5名に症状lli現. 相和硯眺(昭弘 FAX)
脚 氾yL網漁【虞匝せずと利
ryJ】

/ト草樺で氾敢机 犯肢に王l;えでいた2-3clll握のシメfjに1Jiたキノコを虫で食べ 冊利払眺(租HiU
鹿開迫跡別盤

J.LlT.例追跡関都(氷山川k)
庇った子t･し1る･ .. _

･′ヽ
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FIIJ抑丁兜
)61叩51522.2uEl:1

m iJJu･}E府… 棚 豊 艶 A' - 跳 並 ･1̂
起r朋脚と

1･イセン 6JI 恥打榔 29. 3:JJ榔問 識Il IJ.･L

ディ7J.ンJ<キ7 2Jl f･J側搬 ヰ名 - 断刑矧糊 購l-1 舌･口唇のA･ltLt,蛸み.宙Q)過
1rl感

千マゴボウ 9Jj D;別1.t 3名 択繊税関 矧.1 なし

オスミウム 12J11 fI'JIl蚊

水根化十トIJr)ム 6):J 矧.1,IRA

2名 JA出矧将 l故人 帆 唯の輔み

3名 bi群桝PJ IA大 嶋の柿み.鵜7711

挽林 2JJ 端榔LT41 10名位 旺輯概則 不IyJ

地利榊桃剤 7月 41はEr川粒 2名 医棚槻r糊 収入 恋蛾櫛札 めか､.弧EI.Ibm:

ナ7タリン 111] 媒京榔 d名 小学校 JRî 瓜軌 帖の拙軸路

7ェ/-ル 6JI 大敗lFf 2名 医相磯珊 掛コ 灘執 政秋不軌 賂亡,.呪揃

プラスすLyクの始地qR 6FJ 寸甜岡雌 5%. 脚Rdr糊 収入 凪航 lIL岬(捕

恥 El私掛こおける鵡脚bmこついては.一郎別叫を･Ei･けたt.Q)以札 瓜Ji;-nll噛qFF三上も.

崇や その北の塊Li帥 称串担:

矧糊 照 触 何- 剛川 的 敗 等濫 読 ) 柵 琴柑 G･ 収
青鬼用品

塩朝与れ碓jlIH柑碓IT),Jb:4月 茨城牡 4名
分不IUL)

一般71]民 税lZ.吸入 町tlnl

音戚用僻山m(ヒレスロ DJ=1 耽');(榔 2%. ｢姓市拭 #.rl.Jut. 喉のTJliA.u脂.Ht両紅潮
イLL'棚 .芳療別 徽ん 瀧zk.

耳

専庄川叔血判紺 摘■1ン 5月 柵#Jl牌 之名 -Wll育児 収入
別)

獅1% 爪･息の抑み,硯ilj!

禽岨FTT救出刑仙:朋 叫) 9月 贋抑県 74:. 匿班横間 吸入 噸G7摘み･迫訓感

食髄J71朝出刑場介不ql) 9月 大阪IWr 4各 艇蝶腺A) 帆 搬入 恋心 l軌 岬収関ME.流ILhin.山l
の弛Tn.盤l判

戦術沈砂剤 12月 睡nLI.1 2名 匝秘楓Al 銃口 なL

-A紺ぎ民

一般TIT尺

挺概機関

I.=/,:,:I.i
'.,.I;..:

…
m

l…

酢炊侃持封 3J'J j和Jlun 6名 老人ホーム 組n なし

鮮蛇伽押測 6月 ･HVJ･昧 10名 T;X他センター 托t] *JL

帥把保綿剤 lOJ･J LlILl姓 3名 性根楓Al 鈍LI IiL-し

鮮度似挿制 121] 脚瓜賂 2名 医布欄lN 脈U ll.L

IlliIjF】｢允
Its:Jl:L:5-5:辻.1LrIlT:1

/ーヽ

F,lホrLI稚柑軸センター :20肥咋 1151u仲･1th9:l河村}',,'- 5I3

紙 拙 JpICの軸心

地租也1で叫yLがスイセンの球拙i･血べたかi'LJLか ､. 相和拙眺(叱郎)
続魁批難をWJめる

ll嘩控で生徒机 ワサLJと.uiって払Iug枝物の誠や池をなめた, Tr't稚拙tII:.(稚お占)
菰†珂;EL紬J7LIJ盤tiltlul収I

助flIfl剤で餌児机 ままごとでヤ71rfI中の汁を'ジュースにみたてて欣んLJ. 僻伽鴫仇(喝耶)
虚軌珪肺か拙く水州兄)

火草のJ!Dl即和也*'釈放Lllにオ7.ミウムをJA入した. 船糾す朋をH旺机 FAX)
屯･:M)TE跡湘並

端野単投の)R肋Lllに水軟化ナい)ウムをlA入LI=. fllj軌拙伽(取掛
GF.刑氾畔例.茄.(刺醐u

小判皮で血糊帥岬.JJi血10宅■ぐらいが旬分不良となった. 榊剛弘相和珪肺,FAX)
抽PJ犯跡制度(-未IR川X)

機素Tm鵬単投で.エス臨11モ久ナt･-をJArmLlt収入LL:. 榊拙IAi仇【屯Rll･)
荊!例氾跡舶報

申判史の娘肋でナ7タリンi･hr熟し.光盤LX:URをIrl入した. 仰租税仇E牝的
受胎を軌める

小学椴の拙lJt)草枕で.キャン7'均の水iK火を拙Tr]Lてカレ-を111.･'た屯砲にfZR心. 竹桃把供(了正弘 FAX)
況UF=は稚嬢が.-P.乱 報 にJ:ると.1川伸助こ行った児恋の大IY･1こ塊状があるとcT沌:例J-Li跡JVl端.(柴rhJJK)
ことである.この地域で水道水へF17ェノールjrb人があ/Jl=ため.lflJLL抑休を心配
した.

申蛇の助剤捌 きで拙JZ]するミラー古瀬附け抑してい1:ところ.1ラスチッグ部分が 竹柵拙伽(唯帆 FAX)
手刷ナて苑地Lた智tを吸入Lf=. 庇1郎圧印FA胆f(斗洞 Ilm

井戸水に佼T)Fする相称剤を鍛将か制･JてJ部組で倣っ1=らしい.dEHft]お凪出などi･側軸提供(紀fL:-)
伸Ff]したところ,晦城島があr).3名[=蛙1帥■みられる.2名は純丘I.状.

岨僻で救出剤や労奇利をまきあっf:.収入L.1一にも入ったかもしtlカ.tl. 脚鮒Li純化耶)
女鹿を細める

隣人かRTTfJLた収血刑の臭いに上IJ,揃状的岬LL.1ヵJl捷t一組いている. 仰臥槌伽(氾BEi･)
皮栓を加わる

挑蔚ヒルの店&1rでゴキナり削除の(/.,粘刑を他 F]した.矧托した祐hlJが排気口を滅 相仙拙仙(fu輔)
とて隅の店hT)に流入し.客とスタッ774Tllこ庶瀧夢色札 脚QJ迫秒間韮

炊AJ,I貢1慨でブキ71J矧漁の(ん粗751Jを他日したところ.粗がヱ階に上カ‖】,4名 相珊姐帆(屯W.I)
が職人Lた. 拭†円弧称耶邪:

-R人ホームで人irr教2名Zl'丑船批沖刑の批刑をIJFu)Jした. 仰朝組主伽(唯rFr)
G.例J-A称附逝く来BIJR)

此jll鳩で蛍光灯が捌ltL.叫の政体を2名が桁uT.I. 僻耽地肌く確括)

職場でjlTL火姫か州tてLIIの掛が慣出した.片づけIl.に38.か吸入した. 脚祁拙供(碓晒)

圧伸肺でfh'火苛絶 倒し.子とt.2名brl奴A. 仰鵜拙供(1比耶】
拙例姐跡嗣並

老人ホームで,きJLつばについていた服地新剤を-備に食べてしまりL=. 伸輔聴恥(噌祈)

1未知センターで.都城伴挿揃を血.h')と-1抑=7-ド7-t7セ-/サ-lこかけ.lU令hl柑取出眺い迂m
JjE食した.

老人伽地価股で.バンとともに判大きLLていた併収保抑制を摘抑留3iiが川虫した.仰鮒脚lL=(TlE桝)
出隅追跡朋速く恥回収)

電人ホームで.,thのイJJラの下に人-,-eいJ=脱酸新剤引払鞘と脚泊って且名で允-< 帥郎槌伽(屯髄)
た.棺恥はない. 出帆;El脚 'JIJL(fltlu]J脚
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拙耶紺 - ,･紺 紬 脚 政 豊 島 伽 糊 緋 一.I.,- I.A

拙い捨てカイロ 111J ･̂駁肝 2名 医IJ.(機JiU 85.u fJ.lL

トイレm仙兵制 3Jl lrR*臥 ヱ名 'Jg人ホ-ム 並r.I なし

舶illl也711榊 】2月 有朋hl 54T. -Ait市民 矧J なL

棟la刑 9J:J y()粁伽 2名 一組IJ'氏 吸入 喉の週刊岐

1yyl山利くパラ･>クロルベ 7n 封甜 祁 2%[ 瑠人ホーム 統rl なし
ンゼン)

クL･1/-ル 10月 ･T･部将 3名 Il1.TFrr凡 収入 池!心

クロルヒタリン 5月 7tT;.ui県 lLI名 慣誠C借l岨 吸入 一 nl･仰の荊A
i28r)

クロルビタリン E)月 il削剛j1 104TJ 佐械概的 帆 噸Å 噴.ultp唯の和み
(24tl)

パラコー ト十㌢クワ･rト 5月 排他的t 3名 陸棚戯mI 性比 なし

有機リン別 5fJ 石川恥 2%.･ 晩府機関 帆 Ln人. 脚胤 盟心.lJuJL
故風 企身
TRpm

有機IJン刑 5月 此児曲鼎 2名 -Jn市ri! 吸入.佳良 刑相

萌■拙l)ン朋 6FJ l.lI4111恥 24ll -榔hA民 吸入 lhLの舷き

布臨リン剤 11月 T一矧性 5名 狐悔 敬入 射心.日tがしばしばする

不rUJの戯粥 5月 牝馬軸 24; 一般市氏 #.EJ.収入.なし
鉄也

7月 茨城此 2名
9月 TrrJII雌 2名
9月 栃木他 3名

一触Tlt氾 低吸入 なし

一般717民 税此 なし

一般印代 挽rj,帆 風 職がいhrらっFEt･､.軌稲
城淡

不刷の鹿難
-jl的10)戯軸
不(y)の旗背き

アンモエア性鼠琳 10月 攻略凪 6名 一般市民 収入 ,q:.%陣軌 Lin71% lm,掛r鴫の
嫉み

一昭1t:戊斡 3J･J 艮封.琳 5名 医蝶矧判 収入 -9LilLt-.恋湖畔僻.?州債

過他化水耕水 12)g A･州淋 ･l名 曲加ml洞 鈍皮 中がひりUl)する

岱光灯【PCB含有) 2月 大阪抑 2名 脚点機l村 牧人,結城 gI(JJ石

故地IT(PCB含有) 8月 大分料 lt)名 札叔甘センタ 吸入.税収 なし

匪村側糊 帆 lLR̂.弼剛 ここキビ様の範軌 かゆふ.
H gl) 祇JA 糾巧のかゆみ

次地 鴇他ナrur)ム 8月 柵剛性 13名 性比臓的 維rl h油 剤圧札 仙蛸

自他 愉刑 nJ lllLl机 2名 -1般TriLt 吸入 ZAI心.抑 JV.ふらつき.lJW.E勺
の;鶴羽L.r感

〔lI

Jll彫師瀧
JLi:J93-.rL'B.凱l旧 u卒中砧仰租センター :2002Jri胡RIlt]確･E･相和せ 5I5

宅人ホームの血盟で,おかしとJIujaえて拙い柵てカィ｡の中身i･2名'が食べた. rlLL如拙眺【叱貼)
相.例池畔明細(鵜Ll収)

･Jを入部触拙股で. トイレIrLQ)I防Jj.捌 を2名lyE政べた.5盛のうち3助川 附 %L･Lて 佃削拙眺(乍LWj)
いた.

JSi)lLl払7!El剤で処FJlしたflrIを州j曲えIrArl"L.JAlを煉いて5名が虫ベ1=. 佃棚地肌【ftE商)

l弐宅マンションのエレベーターT.加瀬JAのするゴミを持つ11人と-掛こなII.拙 flt利他UcL(花瓶.)
子で槻大した.

デイホームで盤人24T)が放出制を川こした. fL-1和地伽(叱fFi)

lln常て佃消したタレt/-ルの伽 .にJIJ,宋収3i.jl{気骨不山と屯.つた. 竹租拙耶(屯脚
食蛤を仙める

鎗･#q7立食いのt,と.雌束El的で-かい胡剤を鰍 こ施L.兎_qil=r=か又を10名か吸 胡乱拙伽(柁離)
大した.近日=いたチビもはたいLf=也.tRはか ､机 火^か｢帳と仙IQ)aJ行iみir酔えIr 比例IB紗那社【未bLJM
いる.

11llにタロルビクリンを政和挽.機っていた屯mをr･付近の総見ID額.拙攻か収入し. 付利偶tIZ:A(唯略)
う.75虎･lkd)か､2名が水l見 虚粥追跡胴杢(錦岡Ik)

除碍剤削RiHILた恕朝を茶人2名か仙けようとLL=ところ.鵜剤が中瓶 跳桝 こ付 冊利払的(叱詣)
潜LT:.批桝 丑も相に也かイ小.lrいる. 出怖迫脚 盤(未凧収)

皿外で的和利とJu)社えて叔血判を牧村し.之もlJ'金主削二浴び1=.IF'はマスクをL tH糾拙眺(qLErl
ていなかった. 尉珂追跡闘魂(来WIR)

怯宅硯771に殺虫剤引別 け るとい･)組知があっ1=0)を忘it.批aJ'･fりこ審引即ナてい 柏拙磁仇(厄髄)
1=,顎剤がLil亀州こ蹴れ.=み.=Fとも2名か収入 受給を秋めも

郡市が向宅の胤 こ簸417igを散布LI=牌.自宅内で2名か収入. 相和礎供(屯箭)
史飴をTyly)a

Jrlt梢で茄者か欄米川殺虫剤を俳柑し 5品がIIR大した. 伯叔域伽(確附
･ATtl･距を仙める

碓水に鞘剤を比和している付近を血術中.非ばかかかっIC. 111]租馳耶【脚 )

隣人の使丁IILT=僧都机 凪l殉卓でC)竜に耽入L,収入した. WJ靴塊tluftE戯】
柿木に萌剤を政和してい乙仲iI;J:をinl).宙且子で瓢舷を絡びた. 冊報tLiU:.(牝肋】

親潮が仙ホに政itL刑を政和Lている付紀を洩り.3名が苑杜を肺LFた.2割こ綻故 地紺 地眺(nL脂)
山野L i毛は触症札 塵陣を軌める

=R邦から水緬tl.し.軌qLBllにわたI)は片付けをしていたとこ7).鹿北('Ll乱 上階で 仙轍松帆(屯鮎)
催mしているアンモエア性史穀のII惟 牡かある.
丑lLllIL.チ./ト内で榔IF用qスコン17を1irnlLたまま祝福.盟臥 2宅が･915亡して 脚租税眺(岨軌 FA7i)
いるのが苑見きれ.成る3名も入l汚.皿虹の1名がIA･降し1.=柄払態の検.u細決にJ:る 銃刑追跡Wl強(米tajlX)
と.一曲化脱弥IEiI;の可他部がある.
欄転の脱的中松で別科の碩継苑地魂肋中,過酸化水軟水かふき二は11..･)名の中に tN鞍規JJr:I(fu肪)
付耕しlc, #.何泊跡耶逝く聴l馴rK)
虫枕で僻地灯舟噸配し.甜柑稜t.48いの磯も即題で才-3ulJl串をしていたか,症 tn朝現俳(屯RG.I?AX)
.lA:か柏II..rtLL:ため.llI】掛=･Ap晩 出tRJ泊相即訂e(未即耽)
排伸地政で那此frの家出鰯那岐執し,飛LF散-'1=Ml収のものを10g.か細び1=. 付軸地伽(唯W.-)

mf畔地恥で虫兜町のせ旭鞘が破裂L.桐TF他1たTlll北のtJのを10名か浴utた.鉦 僻親指供(花折)
状のLl1111名が児1]塵取. 症例泊跡耶鹿

楢的地紋で.耽まか ･よ･)にil=.元治受けていたIR31は塩!E相克ナ トIJF7ム入りq)水を. 柵朝地供(髄軌 FAX)
性だがあったことを知ちなか171=13.EIか打も,Jて耽んでしまった. 続例迫印刷漉(狙副瓦)

自宅確下に梁省か11他姓除のために-#剤を出締 L.2名が収入.3ド慨に北･1肋 r山 惜碓栂供(碓酷)
現し.度軌
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516 r.l水叶軸帖軸センター :-1uO2JF･lJ洞Ir.1･軸受僻郁軒
lE)>即汀兜

]LH-195rT)a.21Kl:i

起脚 I 触 - 芯･rf･JR - 軟 i(ei諾rx.牡,
TJE)氏姓杭 城 .lk

l三11抑 除剤 lnF1 才川(油 59. -捌 北 岨入 軌 嶋の摘み

犠新剤Iウレタン脚肺糸1 7日] 叫l;(≠ 3乾 陸相蝿rq l吸入 池帖 .~J･'脱却蛸.めまい.輔肺.
いらいら.qlinf知l瓜 政柄がEF
lJVりする

拙戦爪(エポキシb-1JJ持和 llrl 火醗JW 敵名 恒雌胤瑚 鉄n 'nkl.lG址.Tt分不良

稽新剤抑 親iEtiI相 和) 4Jl ltliAE荘 2着i 一触市民 吸入 めまい,頭弧 lul･ylkLの抑み

耽抑制(界前約tlL:剃含有) 7月 引く京郡 Jl名 -AILJ'lt: 純皮 部分不此

批Frr剤l次III至塩新税ナ ト10)･l 火醗肝 3tl
I)ryム缶有)

底耕地朋 掛 ｣ l臥し 下嶋

灯hl1 12Pl 祇木簡i qrJ 一触了F民 樋口 JJu軌 1Pm細 目 )

独科 llJl 火tEW ZGI ー地神B! 収入 fu:L

iJJ射l肌1Ll!) 3月 大抵肝 3F' -Alt市柁 l汲入 野汎 称 .喉の抑ん

放射 qえ) 1川 布山恥 3fl 歴畔地rB! 他人 ふらつき

717ンdス 4月 *II親J)[脹 3名 一枚Tfl'穴 l政人 息耶しい知がする

7ロンか7. 12Jl 新約琳 6名 -掛 け民 帆 収入 帆 .喉の1Jl;hHQL新しい

綿剤(/タクリル穂エス 4月 31日fl郡 24ll
テル骨材l

lA人 中のしびれ.帆の細h

表10 1-1比矧 こよる,Pi田LIL:m耕地

鮎 川 - 拙柵 股 豊艶 舶 脚 は m d丘 状超間物餌

租勃

2月 福岡軌 3名 -A3:巾民 放ロ

カウ- 11円 t#.枇粍 2恭 瞬蝶機関 蛙Ll 恥じ､舌のLLfJ1..口悦内の共
同

カミーラ 8月 栃村Ilt 2名 一晩TlJJILtt 嘩u Iコ牒内Q)llTiみ

rラリオラス 12)1 広LLA粍 2,G 値折紙間 組ロ ロのしぴJl

サトイモ 4月 1Jn;川l 2名 医棚槻l刈 拙n

サ/I.ビア lD月 即爪恥

rj拙 .此皿の粥靴感

3PJ 底拙樹 珂 唖l-I r.1のJ皿脱 -LUF九 ･元亦

SFヤかイモ 4月 不In 2名 -附 すL-t 蝕Lj むし

i;Jt-qイモ ､ 11n 健illir.i 2省 一肝村民 矧1 雌の輔み.朋敬岨

リヤかイモ 12J･1 71揃 恥 一拍軸比 税目

岨TLL:.刑抑不快感苑イセン 4J･] IFh+jt=払

スイセン 4J'J 桐山凧 2名 佐淵楓昭 弘Ll

I)Ir印m
IG:･li持-622.2LJOJ

ノ′~､＼

I]本小城相銀センター :20023lr-鵜Flrl哨 全備糾皆 oJ;17

Lj宅に朝著机一l蛸朋散剤を批布し.581か収入LI=.その抱.･T･どもに喉印揃ふや 仰部組跳(碓誠)
頓などの並,lRがI)i現した.

I;l宅のマンシ旨ンのペランYにマ･Yトを股くI.=d).r?L,タン附mT系の柁鵜剤を附 且 仲租税供(昭弧I
Lた.JiLいhrあり.鮭を朋めて批漉したれ 疏瓜■ll札 拙例氾赫舶鐘(釆LgJlK)

嫡随にて水JTEZ皆Q)エ叫の脚 こ鵜舟が摺潜刑を俳TF].嫡院脚PI.&各か水沼水を放It]し 仰視提供(屯隅)
たところ.g4灸があlJ,うち1名lこZa城山乱 射FlJ)l且跡.削並

新しくJ仙人した･<-/r･'の'JL.Lb.がさつく,寄^2割こ癖帆Il札 冊糾 舶 H砿栴)
壁際を軌める

自宅マンシ5rンにて株の帽削0)ため-m怨が洗剤･tE拭舷で供用.小さなチビt.がいる 佃相槌仇(W .･)
ため心配している.

放血Pl'で欠品の軌tJlこ倣う耽軒別蹴Tlk引u】迫って3名が放んだ. 佃和地肘 乍旺肺.FAXl
症例追伸附加(米Lin呪)

恥入した11>ゴl=i:J'iETlかィ.J儲していT=7q■他吐かもJ).rJン3'を血べた常鳩4名のう 佃和地肘 忙防)
ち.1名に出故山gL.
飽相欠き付け仲姉中.仲i妃を泊りかかl).2名がJA入,鉢をかLだち駄科の也が山 冊朝地伽(碓砥】
てき1.I.

満載gl外出コ二林に伽FF]したペンキ典 か自宅内に乱入L.症,tJ:出現. 付利鵜伽(碓鵬)
攻槍を軌める

】柁櫨で.見韓を独りていもイ勺迫の工柏よl)批nしたガスをaflか収入. 仙報捉伽(花軌 FAX)
症例迫Ya朋鯨(兼l副J比)

羽毛削こて,椅維blLの霜とrJ中に穴を開け.7tZンかえがm山した,軒店にいた3名 仙軸拙供(叱街)
が収入Lた. 空.陣を肋的る

糊蛾で冷礎棚から7亡け 7TスがinL1.64llがJRi入L a名にZFItl.iAljf山牝. 仰祁扱t?I.･(% ･)
lBt除を軌める

Hl毛にて邪知 僻 の救世上作卦l7,脊髄2名が血親JT)の引締は坤H以上収入した. 相和捉眺(舵暗)
1,'F.例迫体制漉く如Bl収)

漣 排 JPICの対応

JlR柑1佃をFマネギとIuJJ抱えて関野正し.寂軟で血べた,2名に漉11AIll現. 冊如拙眺(鳩榊
受胎を軌める

レストランで1帖 aた料靴のJuLに仙川 として租せられていた地を食べf=.L,ストラ 竹軸性眺LtmRj.FAX)
ンの抵当JBから肺物名が判明. 症例追跡嗣31丘
小犯が光をかじった, fLI,I仙地肌ttR紙)

度世を仙める

球板をユリネと閥迎えて.ゆでて1つずつ食べた. 竹軸拙仇(7u括)
虻例池畔開放(来同朋)

'hH払刑別して軌11･で允ぺ.正徳に也,lA出札 掛軸迎眺【花樹

症例迫跡別姓(54A;剛史】

此れが事故珊IIにサルビ了の椎をfJ.･めJT=, 11y粗塊供(租Ti51)
症例追跡附漉

リャガイ-1:を酎 すけ(=し.励Q)冊分も含めて5-6佃食べT=. 仰軌姓伽(叫惜)
経過軌転を秘める

膳脇で雌入し.サテYにLで氏べた.lEIL純に也,IMl机. 怖粗放gu碓佃)
母胎を肋める

北fTIE速1112g)シャqイモをtlらつて州別 lに佃野していたものを,軒でて家族で血ペ 僻粗放眺(花柑
J=ところ症.tkLLs乳 ,fi･詮i,TBruめる

雛を.=ラと)lrJj益えで.ニラ3.にして寮奴で食べた.1El親に浪収が山現した1払のみ 掛軸托供(瑚l専I
13t胎, / 塩例犯跡舶漉

器をアサツキと肺並えて.卿とじにLで血べた.脚れ扱31:#rmで).'l!.a.%孔 惜轍抱的(氾nb)
拭IylJ池畔例#.悼旭せず)



STH 11神)rT確㈹軸センター :2002111王JJ.iulFl.軸受侶雛祭
llI心NFl叱

ILH.･1!)r)-522.201),1

- 肋喫 触 1.- 即蕗枇桝 放 豊 ㌫ 政) .柵 翻 dl･ ･iA

久イセン 4月 ∃獅馴lゝ T私 促仙漁朗 乱Ⅰ二I rP;n上.旭IW.下楓 WLlnl

スイセン 与f] bl城蛤も 3名 -･弛1lJ一尺 統Il 払Ll.ILRltl=

7.イセン 5J;J 峡JiL舶 2名 医手長槻側 馳日 払山.IyM:.批柵

スイセン 5月 濃url.柁 生名 担税絶倒 鞄口 1帆L:

7.イセン 1lJl 起urfLヒ1 2,g. 匝岨槻抑 圧l:l 瓶･じヽ qqIil:.-F的

ナヨr)七ン7サqオ If] 水制仔 5名 医砕矧飛 魚n I軌h rlのLLF九,T･一瓜の此力
軌 胤瞳.E]敬 岬 .Lj軌
州凧見取

ナヨr7七ンアサ〝オ 6月 ･̂配府 3名 鑑蛸軌Ⅶ 農口 不租.放唖.対光戊射なし

チ?ウーt:ン71J-かオ(エ 8月 封叫蹄 2名 医J況低閉 鞄rl 司qa.昌紺鮮執 昆虫憤l坤乱
ンジJllトトランぺ.yll) 放lA.悦札 2.1弧 邦佃
+ヨウセンTサかオ 111月 千非Ltt S名 暖地親tN 続r) なし

チョウIt=ンTサqオ 10河 北帥道 3戟 恒瓜横間 #.u 敗日払 妨州LFド.幻兜,幻視

I.'クゼり 41◆J を知粍 4名 医ILJ横側 続l:] 手L凪のしびれ 花札 企身の
日 創 呪え.ZEJ抜.妙行伸に金身の

揃み.lKt稗の櫛み,Lk下山血桝
砲塔

J<イケイ1/r7(コJ<1ケ 3月 flIl掛Ir鼎 S名 医舵機附 崖u 1 lyZIU:.血圧蛇下
イソウ) (2割

一枚市民 銃口 FLFM:.辛.瓜のしげJL.ZuA私
めか ,,虫身陣.Q.軌 脱水

/(イケイソウ 4月 軸粥撫 4名 値m故r相 .払t) 書跡か.lGlul,R･中 ･足のLUt
托.脱力感.血柾低ワ,徐服

バイケイソウ 5]] fli一斗郎 2g. 直秘機ZnJ 鑑In 執れ.血u:加rlT.抽脆

バイケイソウ(コパイケ 5月 'El1EilA 6右 脚よ(槻開 櫨u 軸心.喝Id:.下仙,flJEのLLF
イソr)) LrL.矧所帯B.愉帆 不盟uk.

仙nL凪 呼吸抑制
バイケイソウ 5)1 3Il掛Il蝿 5名 医雌胤哨 温Fl 仙■Llヽ塀Iu:.挽帆 JA柾はT

ワムシダサ 7月 LLl勲料 5着i 医蛸inl洞 軌H T)のJ岨晩.事JEのLUtJL.徽臥
幡虎の血圧也も1{

ム久カリ Ll月 描非郷 4名 一般和民 放I~l なし

ムラサキンキ1 12月 {(･印畔 2名 r'jimf艶l瑚 鈍Fl なし

11Iy]の山拡 4J】 媒yr･凧 2名 盤出場帆 銑l二l 徐脈,血EEdFド

イIyボンi･ノiT.ムラサ 9月 tqlこ帆 3f. 匪JLL擁L昭､ 洗口 湖心.胤LL:,1J刑(2D同以｣ニI.
卑シノン (2名) lRれ Jl刊坤乱 Tdpl不全
イッボンi･Jy 10月 順和仏 3瑞 医好機rM 遊口 叫tfT..此払 下仙(水練班3岨)

∫.γボンシメジ LtUJ 抑ItUIL1, 3名 鮎縦横l糊 鉄l-i u･h 鴨Ll心 Jjn帆 -EL'沖J(水棚
引州

了dt
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統 帥 JE'lCQ)相打

邦をェラとIEUI'払え'e淵守則二人LL,2'卵):,7F'がみI#艇で血べた. f1-柵山肌l7m乍】
拙I和也跡朋描く求rLl)収】

:W20枚(らいや肘榊lせ 仰').lMずつ血ペ1=.2軸こ刑JHHllL fl'silL雌1y;･I佃統)
41距を軌める

)'(屯の地のスイセンの澱J=<ニラとIlり迎えて.AllIとt:1こLて血ベ1=.2t.母胎. 1,.1m拙肌(fEE紺
前例JLEiP#例.a

頚等をニラと州拙-Jで企べた,2F.Jl1枚 Il7Jiltf,-1肘 IrLt花山
11'1ミ刑氾Fが伽打ET【氷回収)

4.剛911也抑制llEI=JeMq丈)
JLti.iVrからt'ら,'ICゴポr)引小､.炊き込Aご伽を11{って食べた.仙 R披20-.ll)/A fIrl如拙眺(†旺汁̂･)
千.ef=こ刷 糾l現し.qp耽 々の橡.+ヨItJセンアサ灯すであるとIlqLVJ. l.'t:何泊捗A'1加

棚をすりつ,;;してmlH1. 肘租も'&1JE(iuar.I.FAX)
甜帆氾rJ;dll'11LI氷】LiMk)

TT)エの花の代わl)に,批判爪のナ久の1相 加即して虫べた.榊氏捜3刷1Jで揃.lk 相加柑Jも【碓W.I)
出札 常人tlJ廿の拙柵の相臥 PI矧講書のfl'f織よりエL/ジ1ルトテンペ-'トを艶LTJ. 1.1'.IgIJ犯跡朋搬
Jト学3.･LJl拙 7-8名がチョウ七ン7サガオの貼をか/I,ど.i.L(はfJL･めた. ff)L棚放牧(岨帆 FAXI

小学校印紙1別で拙地した3'ポr}の槻/JGL租を常鴫IC舶PJLLでltペ1=.脚rl後払0/A I順仙川叩張紙
で出･Vz先現. 1.'Iu郎血糊･跡砧【州ulqt)
BL粥上))もらっIIセIIをBEぺfL=.州郎尭1時州で2%.(こG.耽‖-gLL.1才iか̂1･緒. h')拙拙眺印 加)
tlクt/))がiJaじゥていたITl能伽がG)ち. 城榔也称朗加

ハイ卑ング小.オ寸J{ギ･iHJシとJJ"]迎えて脚&.IEInlr･朋)lP.してJtべた.ilXT免J:lJ m和地似ⅧlVl)
塩肘山孔 うち2名が史敵 組仰氾紬相加(刺棚 〕

斬卦の鮎 柑 ノミ相 ウシと佃面iモ面三七召淵.~画面私 和人上･JLでつく.)が R,)細 rpz(唯CE･1
｣は らないので仙 ･合わせ, ,9:給を仙める

ギポウシと仙;なえて紺托し.13ひT=Lにして碗砧で舟べた.1別土1取れ 他の3 til榔捉TJt(7即刑
PJは赴r3允ペ.糾収膿Ⅰ.Ell･WMで舟l火日収 し.4舟SL･瓶 lIjld棒が掛加した雑を把 ,,llJ.帆犯跡射流
,迂L.J<イケイソr?と-lgJlljI.

キャン7-中に野卑を稚拙して現世を食べた.加血捜10分で痛･l火山札 噂門'GがDL物 冊棚提FJrl(屯私 FAX)
を圧出Lたところ,バイケイソr7と卿yL 爪rflJ;Ji跡附加,(求rgJJ]父)
丑山lll.ギポウシとLZIT油っIr2-4托ほど血べた.Tj的禎別IJ介で4'li北山労し 6F.T.拘11.rlull(f即.～)
便乱 心捌氾抑制避

オ*/<ギポウシの新野と)FLFj払えて拙岨L.LtDでて1-2tJ氏ペfl.州HarJかi.蛤.佃紺地l化l花組
W.Fl.4:1'.･1肋せい3才-1'･史陣. 爪r糾R'q削･拙

小判k54Tlか掛朝をlつずつtl･<1=. 珊軸欄眺く確柑
4llL脚出称刑盤l刺llJM

･i予と川J;Bえて,劫l句などと:I(た.坤祝は映fiiこ_'&を･卜5*血べた,･71JI.･1=ちに 仙如拙JJl.･(犯?.t･)
はTI'5..･欣ませた._ - ____ _ ___ ____ __怠捜 些室堕 _PJ的古
拙犯が兄釣でfJlを血ぺTJ, lJII和独俳(花附

, 捉丁耶也岬刑湘【刺州止)
I.4E-Q)か､Ilr瀧を措収L.舶付けにLて允べたところ,托rlJtm浄L Wl判11&眺(碓肌)

流刑氾捗l町:FE(-6-はIJl刑

脚托したキノコを抄めて宮城で允ペT=.勃々｢1t=1,YL受払 技Iこ舷北lJrありT=他の hlI軸挑rJu仙Vi.FAX)
1名も蛸院か畳姶させT=. I.'F.1剛Il抑朋,〆た
濠蝿で相加L.ホイルii'E卓にして血ぺ1t. 州別拙作【花.W-)

銃刑JTn抑銅.llEL米州止)
岨大した ｢い･7FTんJとい･)H.のキノコ雀.I.きのこうど/J=してL#(Ji!でtEr<た.状 fllI靴拙Il叩uN.L)
肘轟ao介-Il刷nJでI炭Itnrt札 牧人がキノコに帥Lく.イ･L･ボンシ′.LI重.･靴･). IElli捌脱抑制lF.
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ILllLEu'化

捕:'l肺-5払 加Im

朋 的照 批 JH hLEJW鵬 娘帥 散 諾 温 如 "lrm 路 舵 ･.A
カキシメリ 1廿月 茨城LR 3鶴 脆fll機関 穏n l軌t:.下桐 (.JZt雌佃)

(18.)
カラカサタケ 10月 荊榔肝 2名 田轍機DSJ 矧~F 政Lい叫t]:

クサウラ.<三タす . 10月 斯iEW.rt 5名 ER相磯LW 払r:r 細心.qAilI:.岨瓶 llJ梱

ツキヨタケ ･川 茨卿 ,rt 2名 限蝶槻l相 鉄u 弧C1.下欄

ツキヨYケ 1011 朝岡娘 3名 笹雌櫓田 鹿ロ 湖心.他日:.励柿,下的

･yキヨタケ 10月 胸水賂 ユ名 医群機関 鍾rj 掛亡､櫛比

テンゲタケ 10月 旗肝琳 2名 但頒頗陶 捷口 侶Iul,脚1位の不Ⅷ恋荘軌 立位
(1創 刊胤 加雅,瓜栄

ニqクIJタケ 9月 榔Dlm 3も -拙市民 櫨r_1 fu.'し

ヒラタケ 1fl 酬 1恥 2名 医地槻l州 姓u I伽【1..肋 AF.栃庇の下痢

L不明のキノコ 1月 北部BIS 2才; 佐珊描r凋 U.u n･舌 ･;Tl他のLLrJt

不rUfのキ/コ 7月 岐弁軸 6名･ 底 地矧 弘J 随｢F ･ 娘心.故しいIWiI血
(4創

不明のキノコ 8月 l鵬望帆 5名 医 雌他 r純 鉄ta lmt.脚 JTh 下剤

不nJ)のキ/コ 9月 北tqF)Tl J名 医,E機開 放 rI 箱心 髄#.蒐 Tt:. 批触.劇g]
娘

JjE;Inのキノコ 9月 茨城淋 5yJ 磨租楓凋 抜EI j掛心. 帆rt:,下 弼

不明のキノコ IOjJ 'hlLl牌 J名 取I.順 朋 鹿⊂l 執心 岨Lt

7かやFラハタ 9月 i.I.都県 7名 抵府機関 払ロ 下札 手 ･凪 ･uのしぴtl..下

(1割 根のJm)朕嘘 .銑約m.中Q)冷感
アンコr) 不Iyl 不明 2#l 一触市民 槌n

カキ 11月 rll軸軌 4名 -JWll拭 抜L3 私心

沖キ 12月 71IR'都 3名 一触IJjJ民 1.5.rl 岨LL.)唱也 IF桐

5月 叩tlu肺 2g. 医雌矧AJ 成rl 幽慨0)しびれ DEL'JJ,ナアノ-
せ,呼 吸停止

12JI 利境川妹 2名 -WiiJ一民 放ロ IJ..し

7グ 8月 庇崎P.IL 4名 医淵跡到 槌r) 雨期 ･7:l･WIi手のLLFLl,.'pIL7J･.
JJkq7階息値.IIRのEli氾感.凪皿
患

フグ 10Fl 盤日仙 2名 l五紙他聞 托口 中のLtFLl.ふらふらしている

昆虫 ･Ab肋

ナ" . ~~ ~… 且T;LtL 2点 _JTFRJn 姓ロ ~~rL亡Tl) 5Jl 埼玉帖 2名 -舵市民 愚ロ

ムカデ 6月 押掛 Il弘之名 一地･Jt-R 攻州年 価 ;JTrのしびれ,揃み

ムかF gJlT 茨城鵬 2%I 一地神民 哩利伸 LIFll.痢舟

肘 11鵬榔こJSlナ古拙旭肋.lllこついては.-榊棚 を曳けたもの以gL .FA新U)111作科=J:ち.

li'ILHIr̀氏
ld:･lLII'･15-(2.20([3
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i.lL. 抑 JP】Cの対応

lIlで脚rRLl=艶も促対iのキノコをもらい.'#雌で政べた.1施政筒2-3刷 uで応叔LIJ 灼稚拙映(艦輔)
IN.19.が･jL4秒L.もう1才.は他の嫡隈を･B:階.家人かかキシノジを掬う, 症例迫fA:制裁

雌に.JLえていT=キ′コをいためて血べた,fj的 披2"'1州 で放浪山別.帝人がかヲオ illj報Zll耶(破船.FAXJ
サ3'ケを疑う. 1読例追跡朋9.

文人にい ,.I,たキノコを紳糾称にL'{食べT=.脚M丘2時刑で硫此JJ伸上. WZ馳批iJH碓附
桔例追跡TM三並

脚 托し/=キノコを袈1朕で氏べた.JJ的 維1.5時tTfJで#..tR山札 我人かEy鑑を見てLl 冊租寸I'l俳(昭弘 FAX)
キヨタケ魯鈍う. 症例泊抄訳盆(求BL収)

米人からもら･>1=キノコを.lkJSよLF抄めて食べた.肘 臥位30分で点状Ell札 付滝 珊瑚拙桝(Ite附
所で度妃し.ツキヨタケと114UJ. 症例氾跡別姓
SLfi,rrの人が舶PJiLたツキヨタケを家族で血べた.爪政経1幡rEL]で血･tA細野L 仙稚胡桃(唯朋)

症例追跡閑並(*L引収)

弧山でニギーJタケとru追えで採取し.脱いで3クl拍 べた.うち1名rPB:軌 侶触Wrで 糾都城俳(昭弘 FAX)
馳 L.テンFタケと判l札 症例過畔附鮎

クl)タケとrilJ姐まで寒帯主で允べたところ.lrEみがdbつ1=. rH糾】即 日叱院)

史陸を仙める

坤iltTEiで購入L.久一71=LIC幕張のうち2名が食べf:.1.q食感5時lmで並.iA出札 WJ那加を(耽G･)
症例池畔朋誰(束回収)

EJ屯でカニ,キ′コ7'J:どの入った納料W.を食べた. 脚租税快く耽肺)
症例追跡耶葺く未回収)

棚紅色のキ/コを血べた.Ji的 挽ユ峨Pt)で症状山許し うちd名が.丑軌 付紐硯供(tu依.FAX)
dLi例追跡桝盤(乗凪収)

lllで坪恥した3枚耕07キノコを凍m-で食べた. 榊朝独供(職帆 FAX)
庇例迫FA:帆並(･#･bJLtJ

家人が旅枇Lf=シt7シメタに似たキノコ着手削こして家族で血べた.班女後3時tJlJで 冊報氾俳(耽晩 FAX)
症,iR山札 症例迫特例就
シノリといってもらr}たキノコを.寄椛で汁物にして1杯分ずつ虫べた.うち4名 tht稚拙FIII(碓鮒
に17f企放2相dl以内に境.tMt札 G.例池畔耶漉(束回Jm)

山で虻色かかった紫色で柵n形のキノコを採収し.伽とLiにして允べた.加A:凍1 伯叔提供(屯臥 FAX)
1Tl辞Tnで描収山札 症例追伸触感(来IaJJ)笑)

沖副で釣lIをL,生iJllた牡を氏痔で胴乱 軌 跡紬にLてt.ちぅて食べた.迎El. 僻観提眺(電肪)
金月に拭,1割h札 うち1名が脚も櫨,･-Tl雑件で資性. 症例追跡別室

肝を允べた,押A"不明 榊糾拙眺(Ⅷ酷)
食べた.うち】射 二秒IJ:LIJ机. 仲秋Il甜t･(fE蜘

受胎を蜘める

吐1/キ卓射鶴で允ぺ1=,寸1牧綾3ETで庇･lAHll弧 情報L'1眺(Ⅶ特】
･3t階を肋める

卦と卿を舟べた.13的 接30分で虎pIR山乱 倫料雌guqE帖)

症例姐跡別姓t如EEEl収)

北ilc迫から;llE,れICツ7'良に帆 すされていたft:悲合さの内容を伝えずに隣人に相和 憎軸械伽(fle桁)
した, 受胎を仙める

科耳で坂入と7グU)伸びさを5-6切れかべた,寸J的 披lD～15分で嘘,lRLu札 併触 僻軸性tlu碓輔)
mrでテトロトト卑シンほ椀IDき41.ず. 虎例追跡制裁

gF.モ免 肝で別Pp.L,東経が氏べた∴ 冊都城11u租Fi;-)
也例汎称刑.u(未回収)

七瑚堤Lぶどうに蝿が入っていたので.卜Zr姓一指に血べた.7nJW かある. ㈹祁牡机(稚低)
経過地楽を軌める

妨蛸茎小.凍紙でかまれた. 勝報姓仇(砲艦)
堤過班鮪を肋める

11唱で来状でかまJIJ=. 竹相槌仙(唯肺)
塵幹を軌める



表11 居住内りこおける不慮の集団中寺事故(414件)

受信件数 被尊者数ノ事例 代襲的な問い合わせ事例

家庭用品 洗剤 ･洗浄剤 46 2-6名 .瀕白剤をまな板の上にかけていたのを忘れ.そこで野菜を切り,料饗LT=ものを6名で食べた.
･食券用中性洗剤を軸と間違えて焼き肉に使用し,6名で食べた.

鮮度保持剤 41 2-4名 ･脱酸素剤をふりかけと間適えて豪族4名で食べた.

･鮮度備挿剤がミキサーに映って混入したのに気づかず,飲み物をつくL).家族4名で飲んだ,

乾燥剤 31 2-5名 ･乾捜剤(ビーズ耽)が手作りケーキに抗って混入したのに先づかず,5名で食べた.

体i..G'L計 ･温度計 24 2-5名 ･体温計の水銀がヤカンの中に入ってしまい.その中の水を5名が飲んだ.

親虫剤 21 2-4名 ･殺虫剤を1階でく/I.IBBL,2階で家族4名が瀧渡した.掛 Flに症状が出現した.

化砿nF'J1 20 2-3名 -入浴剤の試供品をお茶のノ<.yクと間追え,煎じて3名で飲んだ.

牙菅消臭剤 17 2-5名 ･肢体消臭剤(結替用)の盟をあけたまま振ってLまい,5客の手足やL:)についた.

タバコ 16 2名 ･タバコの繰出液がポールに入っていた.だLと間違え.煮物を作って2名で食べた.

保冷剤 14 2-3名 ･瞬間冷却剤がこぼれてサンドイッチについていたのを気づかず,家族3名で食べた.

廃油処理剤 13 2-4名 , .廃油処理剤を入れた紬で摘げ物をし.家族4名で食べた.

防虫剤 12 2-3名 ･防虫剤(粉末)を予どもがいたずらし,粉が拙い散.?た.3名が吸入,または口にしたかも知れか ､.

乍郎也 9 2-6名 .アルが)範現地(耽漏れか))がおでんに取って混入したのに気づかす,6名が食べた.

文具等 7 2名 .壊滴剤を換気の憩い場所で使用L,2名かIER入した,気分が詔くなった.

閲叢用晶 7 2-6名 ･除草剤をマスク･手袋なしで,通常の使用地底より高い独庚で散布した.6名が吸入した,

消火剤 5 2-4名 ･消火器を玄関で倒し,リビングにいた家族も含め4名が吸入した.

その他 16 2-3名 ･昆虫ゼリーをゼリー亮子と間違えて3名が食べた.外袋がなく,昆虫用であることがわからなかった.

･鋼鍋でカレーを作り,中身を入れたまま1晩おいていた(卓削こ緑青ができていた).それを2名で食べた.

医姦品 医療用 29 2-3名 ･大^の処方英を子ども3名が食べた.

-般用 30 2-4名 ･ホウ酸を片栗粉と間違えてオムレツを作り.4名で食べた.
･市股のかぜシロ177'5EZ分以上を子ども2宅lが飲んだ.

償業用品 lD 2-8名 ･有塊リン油剤をチビも8名がままごとで償っていた.手でかき混ぜ,その手を洗わずにおやつを食べた.
･有機リン剤を通常の催用払底よl)10倍高い砥皮で散布した.4名が吸入した.

工業用品 33 2-5名 ･冷議席の滞取り中,ガスが噴出し 5名が収入した.
･都市ガスが潰れていた,気づかずに遊んでいた予とも4名が吸入した.

･灯油を車内でこぼした.3名が吸入した.

食品,他 13 2-4名 ･ドライイーストをビンにいれて係官していた.抗ってシテュ-に入れ,4名が食べた.
･健康食晶のヘム鉄(-チミツ入り)60錠を子ども2名が食べた.

* 居住内:亀 ペテンF.および自家用串内を含む
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